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一
　
問
題
の
所
在

　
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
中
国
共
産
党
は
、
中
国
の
そ
れ
以
前
の
全
て
の
全
国
政
権
が
苦
悩
し
た
地
方
統
治
の
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
た
。
共
産
党
は
、
中
央
か
ら
末
端
に
至
る
各
レ
ベ
ル
に
党
委
員
会
を
設
け
、
社
会
の
末
端
ま
で
を
網
羅
す
る
独
自
の
組
織
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
形
成
し
、
そ
の
組
織
系
統
を
通
じ
て
各
レ
ベ
ル
の
国
家
機
関
や
経
済
組
織
、
大
衆
団
体
等
重
要
な
社
会
組
織
を
「
領
導
」
す
る
集
権
型

の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
こ
の
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
統
治
シ
ス
テ
ム
は
中
国
史
上
稀
に
み
る
規
模
で
あ
り
、

か
か
る
巨
大
シ
ス
テ
ム
の
出
現
は
当
初
、
地
方
統
治
問
題
の
解
消
を
予
感
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
巨
大
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的

運
用
に
は
多
大
な
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
共
産
党
中
央
は
、
統
治
シ
ス
テ
ム
の
中
核
的
要
素
で
あ
る
、
膨
大
な
数
の
各
級
党
委
員
会
が

自
己
の
指
令
・
政
策
を
忠
実
か
つ
的
確
に
実
行
す
る
よ
う
、
常
に
調
整
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
建
国
後
、
共
産
党
中
央

が
展
開
し
た
各
級
党
組
織
あ
る
い
は
各
級
党
幹
部
に
た
い
す
る
批
判
か
ら
、
各
級
党
委
員
会
、
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
党
委
員
会
の
正
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

書
記
、
委
員
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
指
導
層
が
中
央
の
指
令
・
政
策
に
た
い
し
て
、
非
協
力
、
背
反
を
含
む
消
極
的
な
対
応
（
「
分
散
主
義
」
）

を
示
し
た
り
、
逆
に
過
度
に
積
極
的
な
対
応
（
「
行
き
過
ぎ
」
）
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
一
見
正
反
対
に
見
え
る
二
つ

の
対
応
は
指
導
層
に
よ
る
各
党
委
員
会
の
個
人
的
セ
ク
ト
化
が
そ
の
根
元
に
あ
り
、
両
者
は
個
人
的
セ
ク
ト
化
の
異
な
る
表
出
形
態
で
あ

っ
た
。
共
産
党
中
央
は
、
対
症
療
法
的
方
策
と
し
て
各
級
党
委
員
会
な
い
し
そ
の
指
導
層
の
、
分
散
主
義
」
的
傾
向
並
び
に
「
行
き
過
ぎ
」

傾
向
を
抑
制
す
る
の
み
な
ら
ず
、
抜
本
的
方
策
と
し
て
こ
れ
ら
諸
傾
向
の
根
元
で
あ
る
個
人
的
セ
ク
ト
を
牽
制
ま
た
は
破
壊
す
る
た
め
に
、

統
治
シ
ス
テ
ム
の
中
に
経
常
的
に
稼
働
し
続
け
る
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
の
中
で

最
も
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
指
導
層
を
含
む
組
織
内
部
の
重
要
な
人
員
、
す
な
わ
ち
「
幹
部
」
の
管
理
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
共

産
党
の
場
合
、
幹
部
管
理
に
関
わ
る
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
は
主
と
し
て
「
幹
部
管
理
体
制
」
と
「
党
内
専
門
監
督
体
制
」
の
二
種
類
で
あ

っ
た
。
前
者
は
、
各
級
党
委
員
会
に
所
属
す
る
組
織
部
、
宣
伝
部
、
統
一
戦
線
（
工
作
）
部
等
各
種
の
工
作
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
幹
部
の

420
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選
抜
、
任
免
、
教
育
、
審
査
・
考
課
（
鑑
定
）
、
監
督
、
配
置
転
換
と
い
っ
た
多
様
な
管
理
業
務
を
網
羅
す
る
幹
部
専
門
の
管
理
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
後
者
は
、
共
産
党
の
内
外
で
工
作
に
従
事
す
る
党
員
の
党
紀
（
党
の
紀
律
）
違
反
や
法
規
違
反
を
摘
発
・
処
分
す
る
、
党
員

専
門
の
監
督
機
関
（
以
下
、
党
内
監
察
機
関
と
称
す
る
）
か
ら
構
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
党
員
全
体
に
向
け
ら
れ
た
管
理
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
が
、
党
員
に
は
当
然
幹
部
が
含
ま
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
幹
部
監
督
面
で
機
能
す
る
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と

に
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
し
て
こ
そ
、
巨
大
な
統
治
シ
ス
テ
ム
は
共
産
党
中
央
の
指
令
・
政
策
を
忠
実
か
つ
的
確

に
実
行
し
、
中
央
の
合
理
的
な
地
方
統
治
が
完
遂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
産
党
は
全
国
政
権
掌
握
後
、
迅
速
に
全
党
的
規

模
で
幹
部
管
理
体
制
及
び
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
に
着
手
し
た
。
本
稿
で
は
、
党
内
専
門
監
督
体
制
、
実
際
に
は
そ
の
実
体
的
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

要
素
で
あ
る
党
内
監
察
機
関
に
注
目
し
つ
つ
、
以
下
の
諸
点
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
共
産
党
史
上
最
初
の
党
内
監
察
機
関
・
中
央
監
察
委

員
会
の
創
建
が
決
定
さ
れ
た
五
全
大
会
に
お
け
る
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
構
想
を
検
討
し
、
共
産
党
の
監
督
体
制
の
原
点
、
基
本
的

建
設
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
第
一
次
国
共
合
作
崩
壊
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
ま
で
に
提
示
さ
れ
た
党
内
専
門
監
督
体
制

の
建
設
方
針
を
抽
出
し
て
そ
の
内
容
を
分
析
し
、
さ
ら
に
合
作
崩
壊
後
の
政
治
的
・
軍
事
的
環
境
、
及
び
環
境
へ
の
対
応
と
し
て
共
産
党

が
と
っ
た
諸
政
策
が
建
設
方
針
に
い
か
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
方
針
の
転
換
を
生
み
出
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
建

国
初
期
の
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
方
針
を
、
第
一
、
第
二
の
作
業
に
よ
り
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
建
国
前
の
建
設
方
針
と
比
較
検
討
し

て
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
か
か
る
特
徴
が
反
映
さ
れ
た
建
国
後
初
の
党
内
監
察
機
関
で
あ
る
紀
律
検
査
委
員
会
の
運
用
状
況

及
び
組
織
建
設
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
統
治
シ
ス
テ
ム
の
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
十
分
に
役
割
を
果
た
し
得
た
か
を
考
察
す

る
。
な
お
、
本
稿
で
扱
う
期
間
は
一
九
二
七
年
の
五
全
大
会
か
ら
紀
律
検
査
委
員
会
が
新
し
い
監
察
機
関
に
切
り
替
え
ら
れ
る
五
五
年
ま

　
　
　
（
4
）

で
と
す
る
。
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二
　
最
初
の
建
設
方
針
の
提
示

「
独
立
型
」
監
督
体
制
の
模
索
－
ー

　
第
一
次
国
共
合
作
時
期
、
中
国
共
産
党
の
活
動
は
活
発
化
し
、
党
員
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
党
員
の
急
増
は
一
面
に
お
い
て

党
員
の
資
質
の
低
下
、
党
の
組
織
的
弛
緩
を
招
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
党
内
に
発
生
し
て
い
た
時
、
一
九
二
七
年
四
月
、
蒋
介
石
に

よ
る
四
・
一
二
反
共
ク
ー
デ
タ
：
が
勃
発
し
、
共
産
党
を
取
り
巻
く
政
治
的
環
境
も
に
わ
か
に
厳
し
さ
を
増
し
た
。
共
産
党
中
央
は
、
反

共
勢
力
に
よ
る
切
り
崩
し
に
対
抗
し
て
党
組
織
の
団
結
・
統
一
を
維
持
す
る
た
め
に
、
党
紀
の
徹
底
及
び
そ
れ
を
実
行
す
る
専
門
機
関
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
て
の
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
を
企
図
し
、
二
七
年
四
月
下
旬
に
武
漢
で
始
ま
っ
た
五
全
大
会
に
お
い
て
党
史
上
初
の
党
内
監
察
機

関
で
あ
る
監
察
委
員
会
の
設
立
を
決
定
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
監
察
機
関
が
実
現
す
べ
き
党
紀
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
五
全
大
会
前
後
の
党
紀
の
具
体
的
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
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e
　
五
全
大
会
前
後
に
お
け
る
党
紀
の
内
容

　
共
産
党
側
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
党
紀
と
は
「
党
の
組
織
及
び
党
員
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
準
則
」
、
「
党
内
の
一
種
の
党
規

党
則
」
と
定
義
さ
れ
、
近
年
の
党
紀
の
具
体
的
内
容
は
「
党
の
規
約
と
党
の
『
党
内
の
政
治
生
活
に
関
す
る
若
干
の
準
則
』
の
中
の
各
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

定
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
党
紀
は
各
時
期
に
採
択
さ
れ
た
党
規
約
の
中
に
明
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

五
全
大
会
前
後
の
党
紀
の
正
式
な
内
容
を
探
る
に
あ
た
っ
て
、
大
会
閉
幕
直
後
の
六
月
一
日
に
中
央
政
治
局
会
議
が
採
択
し
た
「
中
国
共

産
党
第
三
次
修
正
章
程
決
案
」
、
す
な
わ
ち
第
三
次
修
正
党
規
約
に
注
目
す
る
こ
と
と
す
る
。
同
規
約
は
第
九
章
（
「
紀
律
」
）
が
党
紀
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

門
の
章
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
第
六
五
条
党
部
機
関
の
決
議
は
迅
速
か
つ
正
確
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
党
内
の
一
切
の
討
論
中
の
問
題
に
つ
い
て

　
は
、
決
定
が
下
さ
れ
る
前
は
完
全
に
自
由
に
討
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
六
七
条
　
党
の
一
切
の
決
議
は
多
数
決
で
決
め
、
少
数
は
多
数
に
絶
対
的
に
服
従
す
る
。
党
員
及
び
下
級
機
関
が
上
級
機
関
の
決
議

　
に
同
意
し
な
い
場
合
、
そ
の
党
部
の
過
半
数
の
党
員
の
同
意
を
得
て
、
上
級
機
関
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
異
議
申

　
し
立
て
期
間
中
、
採
決
が
下
り
な
い
問
は
上
級
機
関
の
命
令
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
六
八
条
　
党
員
は
党
の
許
可
を
得
ず
に
は
、
い
か
な
る
政
治
的
党
派
に
も
加
入
で
き
な
い
。
す
で
に
政
治
的
党
派
に
属
し
て
い
る
全

　
て
の
者
は
本
党
加
入
時
に
党
の
許
可
を
得
ら
れ
な
い
場
合
、
正
式
に
脱
退
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
六
九
条
　
党
員
は
党
の
同
意
を
得
ず
に
国
家
機
関
の
い
か
な
る
職
務
に
も
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
第
三
次
修
正
党
規
約
に
記
さ
れ
た
党
紀
の
内
容
は
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
内
容
は
、
第
六
五
、
六
七
、
六
八
、
六

九
条
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
党
員
個
人
の
党
組
織
へ
の
服
従
、
少
数
の
多
数
へ
の
服
従
、
下
級
党
組
織
の
上
級
党
組
織
へ
の
服
従
に
よ
る
、

党
内
の
政
治
的
組
織
的
集
中
統
一
性
の
堅
持
で
あ
り
、
共
産
党
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
民
主
集
中
制
」
の
組
織
原
則
の
遵
守
で
あ
っ
た
。

党
紀
の
第
二
の
内
容
は
、
第
六
五
、
六
七
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
党
内
の
異
な
る
意
見
の
自
由
な
表
明
、
上
級
へ
の
異
議
の
申
し
立
て

を
保
証
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
党
内
民
主
」
の
原
則
の
遵
守
で
あ
っ
た
。
な
お
、
修
正
党
規
約
は
、
党
員
が
服
従
す
る

権
威
を
「
党
部
機
関
」
あ
る
い
は
「
上
級
機
関
」
と
一
般
的
に
述
べ
た
に
留
ま
っ
た
が
、
個
人
の
服
従
が
収
敏
さ
れ
て
い
く
究
極
の
権
威

が
党
中
央
（
中
央
委
員
会
な
い
し
中
央
政
治
局
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
補
足
し
て
お
く
と
、
党
内
の
政
治
的
組
織
的
集
中
統
一
性
の
堅
持
と
「
党
内
民
主
」
の
遵
守
は
何
も
第
三
次
修
正
党
規
約
で
初
め
て
規

定
さ
れ
た
党
紀
で
は
な
い
。
そ
れ
以
前
の
党
規
約
、
例
え
ば
、
一
九
二
二
年
七
月
の
二
全
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
規
約
に
お
い
て
、
そ
れ

ら
は
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
全
国
大
会
及
び
中
央
執
行
委
員
会
の
決
議
に
本
党
の
党
員
全
員
は
絶
対
服
従
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
（
第
一
八
条
）
、
「
下
級
機
関
は
完
全
に
上
級
機
関
の
命
令
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
一
九
条
）
、
「
地
方
執
行
委
員

会
は
区
執
行
委
員
会
の
命
令
に
た
い
し
異
議
が
あ
る
場
合
、
中
央
執
行
委
員
会
に
提
起
し
裁
決
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
中
央
執
行
委
員

会
に
異
議
が
あ
る
場
合
、
全
国
大
会
あ
る
い
は
臨
時
大
会
に
提
起
し
裁
決
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
裁
決
が
行
わ
れ
な
い
間
は
上
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級
機
関
の
命
令
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
二
〇
条
）
、
「
区
な
い
し
地
方
執
行
委
員
会
及
び
各
組
織
は
中
央
執
行
委
員
会
が
定
め

た
政
策
を
実
行
し
宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
勝
手
に
政
策
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
国
性
の
重
大
な
政
治
問
題
が
発
生
し
た
場

合
、
中
央
執
行
委
員
会
が
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
時
に
、
区
ま
た
は
地
方
執
行
委
員
会
が
単
独
で
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

区
ま
た
は
地
方
執
行
委
員
会
が
発
表
し
た
全
て
の
言
論
が
本
党
の
宣
言
・
規
約
及
び
中
央
執
行
委
員
会
の
決
議
案
、
策
定
し
た
政
策
に
抵

触
す
る
場
合
、
中
央
執
行
委
員
会
は
そ
の
改
組
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
第
二
一
条
）
、
「
党
員
は
中
央
執
行
委
員
会
の
特
別
な
許
可
が

な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
政
治
的
党
派
に
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
（
第
二
二
条
）
、
「
党
員
は
中
央
執
行
委
員
会
の
特
別
な
許
可
が
な
け

れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
い
か
な
る
政
務
官
に
も
就
任
で
き
な
い
」
（
第
二
一
二
条
）
、
「
本
党
の
全
て
の
会
議
は
多
数
決
制
を
と
り
、
少
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
多
数
に
絶
対
服
従
と
す
る
」
（
第
二
四
条
）
と
い
っ
た
党
紀
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
ま
た
三
全
大
会
の
第
一
次
修
正
党
規
約
、
四
全
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

会
の
第
二
次
修
正
党
規
約
に
ほ
ぼ
同
じ
形
で
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
監
察
委
員
会
が
創
設
さ
れ
る
前
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
党
紀
の
実

現
は
各
級
党
委
員
会
な
い
し
そ
の
組
織
部
門
の
任
務
で
あ
っ
た
。
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⑫
　
最
初
の
建
設
方
針
の
設
定

　
前
述
の
党
紀
を
実
現
す
る
た
め
に
、
共
産
党
は
党
史
上
最
初
の
党
内
専
門
監
督
体
制
を
ど
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
形
成
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
党
内
監
察
機
関
に
い
か
な
る
権
限
を
、
党
内
に
お
け
る
い
か
な
る
地
位
を
与
え
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
史
上
最
初
の
党
内
監
察
機
関
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
二
七
年
四
月
の
五
全
大
会
に
お
い
て
で

あ
る
。
大
会
は
監
察
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、
そ
の
最
高
機
関
た
る
中
央
監
察
委
員
会
の
成
員
を
選
出
し
た
。
当
時
の
成
員
は
委
員
・

王
荷
波
、
楊
鉋
安
、
許
白
昊
、
張
佐
臣
、
劉
峻
山
、
周
振
声
、
察
以
枕
、
候
補
委
員
・
楊
培
森
、
蒲
石
月
、
院
囎
仙
の
合
計
一
〇
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

り
、
初
代
主
席
に
は
王
荷
波
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
六
月
一
日
、
中
央
政
治
局
に
お
い
て
監
察
委
員
会
関
連
規
定
を
盛
り
込
ん



中国共産党の「党内専門監督体制』

だ
第
三
次
修
正
党
規
約
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
結
党
後
六
年
足
ら
ず
の
中
国
共
産
党
に
は
党
内
専
門
監

督
体
制
建
設
の
経
験
も
独
自
の
構
想
も
な
く
、
ま
た
、
自
ら
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
極
東
に
お
け
る
一
支
部
と
位
置
付
け
て
い
た
た
め
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

連
共
産
党
が
二
五
年
の
第
一
四
回
大
会
で
採
択
し
た
関
連
規
定
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ソ
連
共
産
党
の
当
時
の
党
内
専
門
監
督

体
制
は
基
本
的
に
二
〇
年
九
月
に
レ
ー
ニ
ン
が
提
案
し
た
構
想
に
基
づ
き
形
成
さ
れ
て
い
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
①
ま
ず
、

党
内
監
察
機
関
は
党
代
表
大
会
（
代
表
会
議
）
が
選
出
し
、
代
表
大
会
（
代
表
会
議
）
に
た
い
し
て
責
任
を
持
つ
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
、
②

党
内
監
察
機
関
と
党
委
員
会
の
指
導
層
と
の
関
係
は
旦
ハ
体
的
に
＠
党
内
監
察
機
関
の
成
員
、
例
え
ば
監
察
委
員
会
委
員
は
党
委
員
会
の
一

切
の
会
議
に
参
加
し
発
言
し
得
る
、
⑤
党
内
監
察
機
関
の
決
議
を
同
級
党
委
員
会
が
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
決
議
は
党
委
員
会

が
同
意
し
た
後
に
初
め
て
効
力
を
生
ず
る
、
◎
監
察
機
関
と
同
級
党
委
員
会
の
意
見
が
異
な
っ
た
場
合
、
両
者
の
連
席
会
議
を
開
い
て
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

決
す
る
か
、
上
級
監
察
機
関
あ
る
い
は
同
級
の
代
表
大
会
や
代
表
会
議
に
解
決
を
委
ね
る
と
設
定
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
レ
ー
ニ
ン
は
、

代
表
大
会
（
代
表
会
議
）
の
権
威
に
よ
っ
て
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
に
た
い
す
る
独
立
的
地
位
を
保
証
し
つ
つ
監
督
体
制
を
構

築
し
、
党
内
監
察
機
関
に
同
級
党
委
員
会
の
指
導
層
（
党
委
員
会
委
員
）
を
も
含
む
全
党
員
に
た
い
す
る
厳
格
な
監
督
業
務
を
遂
行
さ
せ

る
と
い
う
建
設
方
針
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
建
設
方
針
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
党
内
専
門
監
督
体
制
の

形
態
を
特
に
「
独
立
型
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
、
中
国
共
産
党
が
第
三
次
修
正
党
規
約
の
中
に
盛
り
込
ん
だ
監
察
委
員
会
関
連
の
諸
規
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

示
す
と
、
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
二
二
条
　
党
の
全
国
代
表
大
会
の
工
作
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。
一
、
中
央
委
員
会
、
中
央
監
察
委
員
会
及
び
他
の
中
央
各
部
門
の

　
工
作
報
告
を
討
議
・
承
認
す
る
。
…
…
四
、
中
央
委
員
会
、
監
察
委
員
会
及
び
そ
の
他
を
改
選
す
る
。

　
第
二
三
条
　
中
央
委
員
（
会
）
及
び
中
央
監
察
委
員
会
の
人
数
は
大
会
が
定
め
る
。

　
第
六
一
条
　
…
…
全
国
代
表
大
会
及
び
省
代
表
大
会
に
お
い
て
中
央
及
び
省
の
監
察
委
員
会
を
選
出
す
る
。

　
第
六
二
条
　
中
央
及
び
省
の
監
察
委
員
は
中
央
委
員
及
び
省
委
員
を
兼
任
で
き
な
い
。
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第
六
三
条
　
中
央
及
び
省
監
察
委
員
は
中
央
及
び
省
委
員
会
議
に
参
加
で
き
る
。
但
し
、
発
言
権
は
あ
る
が
、
表
決
権
は
な
い
。
必
要

　
に
応
じ
て
、
相
当
す
る
党
部
の
各
種
会
議
に
参
加
で
き
る
。

　
第
六
四
条
　
中
央
及
び
省
委
員
会
は
中
央
及
び
省
の
監
察
委
員
会
の
決
議
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
中
央
及
び
省
の
監

　
察
委
員
会
の
決
議
は
中
央
及
び
省
委
員
会
の
同
意
を
得
て
初
め
て
効
力
を
生
じ
実
行
で
き
る
。
中
央
ま
た
は
省
の
監
察
委
員
会
と
中
央

　
ま
た
は
省
委
員
会
の
意
見
が
異
な
っ
た
場
合
、
中
央
ま
た
は
省
の
監
察
委
員
会
と
中
央
ま
た
は
省
委
員
会
の
連
席
会
議
に
委
ね
る
。
も

　
し
連
席
会
議
で
も
解
決
で
き
な
い
場
合
省
及
び
全
国
代
表
大
会
あ
る
い
は
高
級
監
察
委
員
会
に
委
ね
解
決
す
る
。

　
第
七
〇
条
　
党
紀
違
反
行
為
に
つ
い
て
は
、
党
の
委
員
会
、
党
員
大
会
あ
る
い
は
監
察
委
員
会
が
合
法
的
な
手
続
き
に
基
づ
き
審
査
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
は
、
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
に
た
い
す
る
独
立
的
地
位
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
第
六
二
条
が
監
察
委
員
会
委

員
と
同
級
党
委
員
会
委
員
の
兼
職
を
禁
じ
た
こ
と
は
、
人
的
重
複
か
ら
生
ず
る
両
委
員
会
の
癒
着
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
同
級
党
委
員
会

委
員
に
た
い
す
る
監
督
の
弛
み
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
共
産
党
が
職
務
権
限
関
係
か
ら
だ
け
で
な
く
、
よ
り
実
質

的
な
人
間
関
係
か
ら
も
党
委
員
会
の
指
導
層
に
た
い
す
る
監
督
業
務
の
徹
底
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
に

共
産
党
が
形
成
を
目
指
し
た
党
内
専
門
監
督
体
制
は
レ
ー
ニ
ン
構
想
を
基
礎
と
し
て
そ
の
建
設
方
針
が
定
め
ら
れ
、
「
独
立
型
」
に
な
る

は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
独
立
型
」
監
督
体
制
は
各
級
党
委
員
会
の
指
導
層
及
び
党
委
員
会
の
工
作
部
門
、
直
属
機
関
の
党
員
に
た
い
す

る
有
効
な
監
督
シ
ス
テ
ム
に
な
り
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
次
国
共
合
作
崩
壊
後
の
政
治
・
軍
事
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
っ
て
中
央
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

下
の
レ
ベ
ル
で
は
全
く
組
織
建
設
が
進
ま
ず
、
中
央
監
察
委
員
会
さ
え
も
実
際
に
は
機
能
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
　
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
の
変
遷
過
程

中国共産党の「党内専門監督体制」

　
H
　
建
設
方
針
の
変
更
　
　
「
服
従
型
」
監
督
体
制
建
設
構
想
の
登
場

　
第
一
次
国
共
合
作
崩
壊
後
、
一
九
二
七
年
八
月
に
中
国
共
産
党
は
漢
口
で
八
・
七
緊
急
会
議
を
開
き
、
土
地
革
命
及
び
全
国
的
武
装
暴

動
の
推
進
を
決
定
し
、
国
民
党
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
と
と
も
に
、
地
下
に
潜
行
し
て
国
民
党
と
闘
う
「
秘
密
党
」
へ
の
転
換
を

決
定
し
た
。
緊
急
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
党
の
組
織
問
題
決
議
案
」
は
か
か
る
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
各
級
党
部
委
員

会
の
中
に
「
委
員
会
の
全
権
を
行
使
す
る
」
指
導
機
関
と
し
て
常
務
委
員
会
を
上
級
党
部
機
関
の
承
認
を
得
て
形
成
し
、
各
党
部
を
上
下

の
党
部
と
秘
密
ル
ー
ト
で
緊
密
に
結
び
付
け
、
秘
密
を
わ
ず
か
で
も
漏
ら
し
た
者
に
は
除
籍
を
含
む
厳
し
い
処
分
を
加
え
る
こ
と
を
定
め

た
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
措
置
と
し
て
、
「
信
用
で
き
な
い
」
あ
る
い
は
「
疑
わ
し
い
」
党
員
を
検
査
す
べ
く
審
査
委
員
会
（
ま
た
は
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

委
員
会
）
を
早
急
に
組
織
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
審
査
委
員
会
（
監
査
委
員
会
）
は
「
信
用
で
き
な
い
」
党
員
、
つ
ま
り
党
指
導
部
か

ら
の
離
反
者
の
摘
発
を
目
的
と
す
る
事
実
上
の
党
内
監
察
機
関
で
あ
っ
た
。
当
時
、
共
産
党
は
監
察
委
員
会
の
廃
止
を
宣
告
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
す
で
に
新
し
い
監
察
機
関
へ
の
切
り
替
え
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
共
産
党
は
ま
た
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
方
針
自
体
の
変
更
を
も
企
図
し
た
。
「
党
の
組
織
問
題
決
議
案
」
の
第
一
二
項
は
「
各
党
部

委
員
会
の
下
に
今
す
ぐ
に
審
査
委
員
会
（
各
省
党
委
員
会
に
監
査
委
員
会
）
を
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
党
内
監
察
機
関
を

同
級
党
委
員
会
の
下
に
置
く
と
い
う
新
た
な
建
設
方
針
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
に
よ
れ
ば
、
監
察
機
関
は
党
委
員
会
に
服

従
す
る
存
在
と
な
り
、
形
成
さ
れ
る
党
内
専
門
監
督
体
制
の
形
態
は
「
独
立
型
」
か
ら
、
い
わ
ば
「
服
従
型
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
国
民
党
軍
の
圧
力
の
前
に
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
た
共
産
党
は
、
指
導
部
の
政
治
的
求
心
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
強
化
す
る
た
め
に
各
級
党
委
員
会
、
特
に
そ
の
指
導
層
へ
の
「
最
大
限
の
集
権
」
化
を
迅
速
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
政

治
的
要
求
が
、
党
内
監
察
機
関
と
同
級
党
委
員
会
を
対
峙
さ
せ
相
互
に
監
督
・
牽
制
さ
せ
る
と
い
っ
た
権
力
分
立
的
構
想
を
排
除
し
た
結
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果
、
建
設
方
針
の
変
更
が
生
じ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
八
・
七
緊
急
会
議
後
、
共
産
党
は
秋
収
暴
動
や
広
州
蜂
起
等
一
連
の
武
装
暴
動
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
一
九
二
八
年
初
頭
に
は
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
、
審
査
委
員
会
（
監
査
委
員
会
）
の
設
置
を
実
行
に
移
す
余
裕
は
失
わ
れ
た
。
一
方
、
監
察
委
員
会
は
中
央
以
外
で
は
設
置
工
作

が
停
滞
し
て
お
り
、
共
産
党
の
政
治
的
・
軍
事
的
危
機
の
深
刻
化
と
と
も
に
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
過
程
は
完
全
な
停
滞
状
態
に
陥

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
二
八
年
中
盤
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
六
全
大
会
で
そ
の
可
能
性
は
現
実
の
も
の
と
な
る
。
共
産
党
中

央
は
大
会
で
新
党
規
約
を
制
定
し
、
そ
の
際
党
内
監
督
に
関
す
る
規
定
を
大
幅
に
修
正
し
た
。
第
一
の
修
正
は
審
査
委
員
会
（
監
査
委
員
会
）

の
職
務
権
限
の
変
更
で
あ
っ
た
。
党
規
約
第
四
三
条
は
審
査
委
員
会
の
設
置
を
定
め
た
も
の
の
、
そ
の
職
務
権
限
を
「
各
級
党
部
の
財
政
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

会
計
及
び
各
機
関
の
工
作
を
監
督
す
る
」
こ
と
と
し
、
審
査
委
員
会
を
単
な
る
財
務
・
会
計
監
査
機
関
と
し
て
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
八
・

七
緊
急
会
議
時
点
の
審
査
委
員
会
は
監
督
業
務
全
般
を
そ
の
職
務
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
委
員
会
の
職
務
権
限
は
六
全
大

会
党
規
約
に
よ
っ
て
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
と
い
え
る
。
第
二
の
修
正
は
監
察
委
員
会
の
名
称
の
消
去
で
あ
る
。
審
査
委
員
会
が
単
な
る
財

務
・
会
計
監
査
機
関
に
変
更
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
党
規
約
に
は
監
察
委
員
会
の
名
称
は
な
く
、
党
中
央
が
監
察
委
員
会
の
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

を
断
念
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
監
察
委
員
会
に
代
わ
る
監
督
業
務
全
般
を
担
う
専
門
機
関
と
し
て
い
か
な
る
組
織

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
六
全
大
会
党
規
約
第
四
五
条
は
そ
の
後
段
で
「
紀
律
違
反
問
題
に
関
し
て
は
、
党
員
大
会
あ
る
い

は
各
級
党
部
が
こ
れ
を
審
査
す
る
。
各
級
委
員
会
は
特
別
委
員
会
を
設
立
し
、
前
も
っ
て
党
紀
違
反
問
題
の
審
査
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

き
る
。
こ
の
特
別
委
員
会
の
決
議
は
、
党
部
の
承
認
を
経
た
後
、
効
力
を
生
ず
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
結
局
、
党
紀
に
関
す
る
監
督
業

務
は
党
員
大
会
、
党
委
員
会
、
党
委
員
会
の
特
別
委
員
会
の
三
者
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
党
内
監
察
機
関
に
つ

い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
党
以
来
六
全
大
会
に
至
る
ま
で
、
党
紀
に
関
す
る
監
督
業
務
は
一
般
に
党
委
員
会
な
い

し
そ
の
組
織
部
門
が
担
当
し
て
お
り
、
第
四
五
条
は
一
方
に
お
い
て
当
時
の
実
態
を
踏
ま
え
た
規
定
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
に
お

い
て
は
、
そ
れ
は
、
前
年
決
定
さ
れ
た
党
内
専
門
監
督
体
制
を
建
設
し
て
そ
れ
を
通
じ
て
党
内
監
督
を
行
う
と
い
う
基
本
構
想
を
放
棄
す
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る
こ
と
を
意
味
し
、
党
内
監
督
制
度
の
発
展
過
程
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

中国共産党の「党内専門監督体制」

　
口
　
初
期
建
設
方
針
の
部
分
的
復
活

　
六
全
大
会
党
規
約
に
よ
っ
て
党
内
監
督
の
方
式
は
レ
ー
ニ
ン
構
想
か
ら
著
し
く
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
国
民
党
軍
と
の
戦
闘

に
日
々
追
わ
れ
て
い
た
共
産
党
中
央
に
と
っ
て
は
党
規
約
の
規
定
を
改
め
、
現
実
に
党
内
専
門
監
督
体
制
建
設
に
力
を
振
り
向
け
る
余
裕

な
ど
な
く
、
現
状
を
容
認
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
共
産
党
が
現
状
を
変
革
す
る
に
は
政
治
的
・
軍
事
的
に
安
定
し
た
環
境
が
何
よ
り
も
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
毛
沢
東
等
が
建
設
し
た
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
が
こ
う
し
た
環
境
を
暫
時
整
え
る
こ
と
に
成
功
し
、
こ
こ
に
お
い

て
現
状
の
変
革
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
】
九
三
三
年
一
月
、
臨
時
中
央
政
治
局
の
重
要
な
指
導
者
が
上
海
か
ら
中
央
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
瑞
金
に
移
動
し
、
当
地
で
中
央
指
導
機

関
を
形
成
し
始
め
、
そ
の
過
程
で
党
内
専
門
監
督
体
制
の
確
立
が
改
め
て
提
起
さ
れ
た
。
同
年
八
月
八
日
、
共
産
党
中
央
は
「
中
央
党
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

委
員
会
及
び
中
央
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
省
・
県
監
察
委
員
会
の
設
立
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
議
」
を
採
択
し
、
中
央
レ
ベ
ル
に
中
央
党
務

委
員
会
と
称
す
る
新
た
な
党
内
監
察
機
関
を
、
そ
し
て
中
央
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
各
省
・
県
に
監
察
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
党
内
専
門
監
督
体
制
建
設
の
再
開
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
共
産
党
が
ど
の
よ
う
な
建
設
方
針
を
設
定
し
た
か
で
あ
る

が
、
決
議
は
第
一
項
に
お
い
て
、
中
央
党
務
委
員
会
を
「
党
の
中
央
監
察
委
員
会
が
正
式
に
設
立
さ
れ
る
前
に
特
別
に
設
置
す
る
」
機
関

と
定
義
し
、
八
・
七
緊
急
会
議
で
事
実
上
中
断
さ
れ
た
監
察
委
員
会
建
設
計
画
の
復
活
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
第
三
次
修
正

党
規
約
に
規
定
さ
れ
た
方
針
の
復
活
が
予
想
さ
れ
た
。
事
実
、
決
議
と
第
三
次
修
正
党
規
約
中
の
関
連
規
定
の
間
に
は
一
定
の
類
似
性
を

確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
決
議
の
第
一
項
は
、
省
・
県
の
監
察
委
員
会
は
省
・
県
級
党
代
表
大
会
が
選
出
し
た
監
察
委
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
と
規
定
し
、
各
級
監
察
委
員
会
の
選
出
機
関
を
党
代
表
大
会
と
し
て
、
監
察
委
員
会
の
同
級
党
委
員
会
に
た
い
す
る
独
立
的
地
位

を
保
証
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
ま
た
、
第
四
項
は
「
中
央
党
務
委
員
会
の
組
織
及
び
党
員
個
人
の
処
分
に
関
す
る
決
議
は
中
央
に
報
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告
し
、
そ
の
承
認
を
得
て
実
行
さ
れ
る
。
省
・
県
監
察
委
員
会
の
組
織
及
び
党
員
個
人
の
処
分
決
議
に
関
す
る
権
限
は
同
級
委
員
会
に
属

す
る
」
と
し
て
、
党
内
監
察
機
関
の
決
議
権
と
同
級
党
委
員
会
の
承
認
な
い
し
最
終
的
決
定
権
と
い
う
権
限
配
分
を
規
定
し
て
い
た
。
第

一
項
、
第
四
項
は
第
三
次
修
正
党
規
約
の
第
六
一
条
、
第
六
四
条
前
段
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
、
決
議
に
は
、
第
三
次
修
正

党
規
約
の
、
監
察
委
員
会
委
員
と
同
級
党
委
員
会
委
員
の
兼
任
を
禁
じ
た
第
六
二
条
、
監
察
委
員
会
委
員
が
同
級
党
委
員
会
の
会
議
に
出

席
し
発
言
す
る
権
利
を
保
証
し
た
第
六
三
条
、
並
び
に
監
察
委
員
会
と
同
級
党
委
員
会
の
意
見
対
立
は
党
代
表
大
会
な
い
し
上
級
監
察
委

員
会
が
最
終
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
定
め
た
第
六
四
条
後
段
に
相
当
す
る
規
定
が
存
在
せ
ず
、
中
央
党
務
委
員
会
の
選
出
機
関
が
明
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
規
定
の
欠
落
は
、
党
内
監
察
機
関
が
同
級
党
委
員
会
の
指
導
層
に
た
い
し
厳
格
な
監
督
業
務
を
遂
行
す
る

場
合
に
一
定
の
困
難
を
生
ず
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
が
、
特
に
中
央
党
務
委
員
会
の
選
出
機
関
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
は
監
察
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
党
委
員
会
か
ら
の
独
立
性
と
の
関
連
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
決
議
は
、
二
七

年
六
月
の
初
期
建
設
方
針
を
部
分
的
に
復
活
す
る
に
留
ま
り
、
完
全
な
「
独
立
型
」
監
督
体
制
の
形
成
を
企
図
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
い
え
る
。
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国
　
初
期
建
設
方
針
か
ら
の
離
脱

　
「
中
央
党
務
委
員
会
及
び
中
央
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
省
・
県
監
察
委
員
会
の
設
立
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
議
」
が
採
択
さ
れ
た
直
後
の

一
九
三
三
年
九
月
中
旬
、
国
民
党
軍
に
よ
る
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
た
い
す
る
第
五
次
囲
剰
戦
が
開
始
さ
れ
、
共
産
党
中
央
は
翌
三
四
年

一
〇
月
、
長
征
に
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
お
い
て
は
、
中
央
党
務
委
員
会
は
と
も
か
く
と

し
て
、
各
級
監
察
委
員
会
の
建
設
に
共
産
党
が
精
力
を
集
中
で
き
る
時
間
的
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
全
党
的
規
模
で
党
内

専
門
監
督
体
制
を
建
設
す
る
と
い
う
課
題
は
長
征
終
了
後
に
そ
の
解
決
が
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
共
産
党
中
央
が
長
征
の
最
終
目
的
地
・
陳
北
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
到
着
し
て
し
ば
ら
く
後
の
一
九
三
八
年
四
月
、
共
産
党
中
央
指
導
者
で
あ
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っ
た
張
国
煮
の
脱
党
事
件
が
発
生
し
た
。
事
件
発
生
後
、
党
の
結
束
が
弱
ま
る
こ
と
を
恐
れ
た
党
中
央
は
同
年
後
半
、
六
期
六
中
全
会
に

お
い
て
「
中
央
委
員
会
の
工
作
規
則
及
び
紀
律
に
関
す
る
決
定
」
、
「
各
級
党
部
の
工
作
規
則
及
び
紀
律
に
関
す
る
決
定
」
、
「
各
級
党
委
員

会
の
暫
定
組
織
機
構
に
関
す
る
決
定
」
を
次
々
に
採
択
し
、
党
組
織
の
整
備
・
引
き
締
め
に
着
手
す
る
。
中
央
は
、
党
組
織
を
中
央
委
員

会
を
頂
点
と
し
て
、
上
か
ら
中
央
局
及
び
中
央
分
局
、
区
党
委
員
会
、
地
方
党
委
員
会
、
県
党
委
員
会
、
市
党
委
員
会
、
分
区
党
委
員
会
、

支
部
委
員
会
に
至
る
序
列
に
そ
っ
て
一
つ
の
系
統
に
組
織
し
直
し
、
そ
の
系
統
の
中
で
「
個
人
は
組
織
に
、
少
数
派
は
多
数
派
に
、
下
級

は
上
級
に
、
全
党
は
中
央
に
服
従
し
、
党
の
一
切
の
工
作
は
中
央
が
集
中
的
に
領
導
す
る
」
と
い
う
「
民
主
集
中
制
」
を
徹
底
さ
せ
る
こ

と
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
重
要
指
示
に
つ
い
て
は
各
級
党
委
員
会
が
発
し
、
通
常
業
務
に
関
す
る
指
導
は
上
級
党
委
員
会
の
各

所
属
部
門
が
行
う
と
い
う
指
導
方
法
が
定
め
ら
れ
、
区
以
上
の
党
委
員
会
に
組
織
部
、
宣
伝
部
、
戦
時
動
員
部
、
民
運
部
、
統
一
戦
線
部

等
を
設
置
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
指
示
と
と
も
に
、
党
紀
の
徹
底
並
び
に
党
委
員
会
、
代
表
会
、
各
級
監
察
委
員
会
に
よ

る
監
督
業
務
の
遂
行
も
指
示
さ
れ
、
同
時
に
、
監
察
委
員
会
が
下
し
た
党
紀
処
分
上
の
決
定
は
同
級
党
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ら
ず
、
上
級
監
察
委
員
会
は
下
級
監
察
委
員
会
の
決
定
を
改
め
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
規
定
が
設
定
さ
れ
た
。
張
国
煮
脱
党

事
件
を
契
機
に
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
に
中
央
の
関
心
が
再
び
向
か
い
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
当
時
、
実
際
の
監
督
体
制
の
建
設
に
た
い
す
る
党
中
央
の
熱
意
は
「
民
主
集
中
制
」
の
実
現
や
新
し
い
指
導
方
法
の
徹
底
に

た
い
す
る
熱
意
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
各
級
党
部
の
工
作
規
則
及
び
紀
律
に
関
す
る
決
定
」

の
第
一
八
項
は
、
ま
ず
前
段
に
お
い
て
「
各
級
の
党
委
員
会
委
員
が
紀
律
を
破
壊
し
た
り
、
あ
る
い
は
重
大
な
誤
り
を
犯
し
た
場
合
、
そ

の
党
委
員
会
ま
た
は
代
表
会
が
程
度
の
大
小
に
よ
っ
て
処
分
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
上
級
の
党
委
員
会
に
報
告
し
、
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
後
段
で
「
も
し
監
察
委
員
会
が
あ
れ
ば
、
監
察
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

な
い
」
と
記
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
規
定
か
ら
、
一
般
に
監
察
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
監
督
業
務
は
党
委
員
会
と
代
表
会
、
究

極
的
に
は
常
設
機
関
で
あ
る
前
者
が
中
心
と
な
っ
て
遂
行
し
て
い
た
当
時
の
状
況
が
窺
え
る
と
同
時
に
、
当
面
現
状
を
容
認
し
て
い
こ
う
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と
す
る
党
中
央
の
意
思
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
各
級
党
委
員
会
の
暫
定
組
織
機
構
に
関
す
る
決
定
」
は
、
「
各
中
央
局
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

決
定
を
経
て
、
区
党
委
員
会
の
下
に
監
察
委
員
会
を
設
置
で
き
る
」
、
あ
る
い
は
「
区
党
委
員
会
の
下
の
監
察
委
員
会
」
と
い
っ
た
表
現
を

用
い
、
党
内
監
察
機
関
が
同
級
党
委
員
会
の
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
い
た
。
明
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

六
期
六
中
全
会
ま
で
に
、
一
九
三
三
年
八
月
に
再
確
認
さ
れ
た
初
期
の
建
設
方
針
、
す
な
わ
ち
党
内
監
察
機
関
を
同
級
党
委
員
会
か
ら
独

立
さ
せ
て
設
立
す
る
と
い
う
方
針
が
再
び
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
各
級
党
部
の
工
作
規
則
及
び
紀
律
に
関
す
る
決
定
」
の
第
一
項
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

わ
ず
か
に
監
察
委
員
会
は
党
の
代
表
会
が
選
出
す
る
と
定
め
て
い
た
も
の
の
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
監
察
委
員
会
の
設
立
自
体
が
中
央
局

の
承
認
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
第
一
項
を
も
っ
て
し
て
も
党
内
監
察
機
関
の
独
立
を
保
証
す
る
に
は
も
は
や
不
十
分
で
あ
っ
た
。

六
期
六
中
全
会
で
設
定
さ
れ
た
建
設
方
針
の
下
に
構
築
さ
れ
る
党
内
専
門
監
督
体
制
の
形
態
は
基
本
的
に
「
服
従
型
」
と
な
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
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四
　
建
国
前
に
お
け
る
最
終
方
針
の
提
示
ー
「
服
従
型
」
監
督
体
制
建
設
構
想
の
確
定
I
l

　
す
で
に
、
六
期
六
中
全
会
ま
で
に
共
産
党
中
央
は
「
服
従
型
」
監
督
体
制
を
構
築
す
る
意
思
を
固
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

五
年
の
七
全
大
会
で
そ
の
意
思
は
鮮
明
と
な
る
。
大
会
が
採
択
し
た
党
規
約
中
の
監
督
体
制
に
関
す
る
諸
規
定
を
以
下
に
記
す
。

　
第
五
六
条
　
党
の
中
央
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
時
、
党
の
中
央
監
察
委
員
会
及
び
地
方
の
党
の
監
察
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
Q

　
第
五
七
条
　
中
央
監
察
委
員
会
は
中
央
全
体
会
議
が
選
出
す
る
。
各
地
方
の
党
の
監
察
委
員
会
は
各
地
方
の
党
委
員
会
全
体
会
議
が
選

　
出
し
、
上
級
組
織
が
こ
れ
を
承
認
す
る
。

　
第
五
八
条
　
中
央
と
地
方
の
監
察
委
員
会
の
任
務
及
び
職
権
は
党
員
に
た
い
す
る
処
分
の
決
定
と
取
り
消
し
、
党
員
の
訴
え
の
受
理
で

　
あ
る
。
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第
五
九
条
　
党
の
各
級
監
察
委
員
会
は
同
級
党
委
員
会
の
指
導
下
に
工
作
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
は
第
三
次
修
正
党
規
約
や
「
中
央
党
務
委
員
会
及
び
中
央
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
省
・
県
監
察
委
員
会
の
設
立
に
関
す
る
中
共
中
央

の
決
議
」
、
「
各
級
党
部
の
工
作
規
則
及
び
紀
律
に
関
す
る
決
定
」
と
異
な
る
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
相
違
点
の
一
つ
は
各
級
監
察
機
関
の

選
出
機
関
で
あ
る
。
前
述
の
三
つ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
選
出
機
関
は
基
本
的
に
各
級
党
代
表
大
会
と
定
め
ら
れ
た
が
、
七
全
大
会
党
規

約
で
は
各
級
党
委
員
会
全
体
会
議
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
二
つ
目
の
相
違
点
は
、
七
全
大
会
党
規
約
が
各
級
監
察
委
員
会
の
工
作
に
た
い

す
る
同
級
党
委
員
会
の
指
導
権
を
初
め
て
正
式
に
明
記
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
党
内
監
察
機
関
が
人
事
並
び
に
通
常
活

動
の
両
面
で
同
級
党
委
員
会
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
共
産
党
中
央
は
七
全
大
会
に
お
い
て
、
党
内
専
門
監
督
体
制
の

建
国
前
に
お
け
る
最
終
的
な
形
態
と
し
て
「
服
従
型
」
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
か
か
る
決
定
が
な
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
か
つ
て
「
服
従
型
」
監
督
体
制
の
構
築
が
模
索
さ
れ
た
際
、
つ

ま
り
八
・
七
緊
急
会
議
当
時
、
共
産
党
は
存
亡
の
危
機
に
あ
り
、
党
指
導
部
の
政
治
的
求
心
力
を
高
め
る
た
め
、
各
級
党
委
員
会
へ
の
最

大
限
の
集
権
化
を
進
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
究
極
的
な
集
権
化
の
過
程
に
お
い
て
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
へ
の
服
従
が
規
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
七
全
大
会
当
時
の
情
勢
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
陳
北
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
い
て
、
共
産
党
中
央

・
毛
沢
東
指
導
部
は
、
張
国
煮
脱
党
事
件
や
日
本
軍
、
国
民
党
軍
に
よ
る
攻
勢
に
直
面
し
、
同
党
が
保
有
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
支
配
地

域
に
存
在
す
る
人
的
・
物
的
資
源
を
戦
争
完
遂
の
た
め
に
総
動
員
し
得
る
、
強
靭
な
戦
時
指
導
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
。
こ
の
戦
時
指
導
体
制
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
共
産
党
組
織
が
中
核
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
共
産
党
中
央
は
、
六
期
六
中
全

会
で
党
内
「
民
主
集
中
制
」
の
徹
底
、
各
級
党
委
員
会
の
中
央
に
た
い
す
る
絶
対
服
従
を
強
調
し
、
戦
時
指
導
体
制
構
築
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
党
中
央
は
、
指
導
下
の
各
級
党
委
員
会
を
通
じ
て
自
ら
の
指
導
を
各
地
区
、
各
レ
ベ
ル
の
非
共
産
党
組
織
に

浸
透
さ
せ
る
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
全
体
を
網
羅
す
る
戦
時
指
導
体
制
の
形
成
に
着
手
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
一
元
化
領
導
」
体
制
の
形
成
過
程

が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
コ
元
化
領
導
」
体
制
形
成
の
意
図
は
、
一
九
四
二
年
九
月
一
日
に
中
央
政
治
局
で
採
択
さ
れ
た
「
抗
日
根
拠
地
の
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党
の
指
導
を
統
一
し
組
織
間
関
係
を
調
整
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
央
の
決
定
」
の
中
で
明
確
と
な
る
。
決
定
は
「
抗
戦
以
来
、
各
抗
日
根

拠
地
の
党
の
指
導
は
一
般
に
統
一
的
で
、
党
政
軍
民
（
大
衆
団
体
）
各
組
織
間
の
関
係
は
基
本
的
に
団
結
的
で
あ
り
、
数
年
来
の
困
難
な
闘

争
の
局
面
を
支
え
、
全
国
的
抗
戦
に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
主
観
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
の
害
毒
が
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
し
て
政

治
的
観
点
及
び
組
織
関
係
に
た
い
し
明
確
な
理
解
と
適
切
な
解
決
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
　
一
部
の
地
区
で
は
な
お
も
党
政
軍
民
関
係

（
実
際
に
は
党
政
軍
民
系
統
中
の
党
員
幹
部
の
関
係
）
に
お
い
て
非
協
調
的
現
象
が
存
在
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
非
協
調
的
現
象
は
抗
日
根
拠

地
の
堅
持
及
び
建
設
を
妨
げ
、
我
が
党
の
さ
ら
な
る
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
を
妨
害
し
て
い
る
。
根
拠
地
の
建
設
並
び
に
民
主
制
度
の
実
施

の
た
め
、
各
根
拠
地
の
指
導
の
一
元
化
が
要
求
さ
れ
て
い
る
」
と
コ
元
化
領
導
」
を
実
行
す
る
理
由
を
説
明
し
た
後
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
各
根
拠
地
に
「
一
つ
の
統
一
的
で
一
切
を
指
導
す
る
党
の
委
員
会
（
中
央
局
、
分
局
、
区
党
委
員
会
、
地
〈
H
地
区
〉
党
委
員
会
）
」
を
作

る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
決
定
は
「
統
一
的
で
一
切
を
指
導
す
る
」
党
委
員
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
①
「
中
央
代
表
機
関

（
中
央
局
、
分
局
）
及
び
各
級
党
委
員
会
（
区
党
委
員
会
、
地
党
委
員
会
）
を
各
地
区
の
最
高
指
導
機
関
と
し
、
各
地
区
の
党
政
軍
民
の
工
作
に

た
い
す
る
指
導
を
統
一
し
、
従
来
の
各
地
の
党
政
軍
委
員
会
を
廃
止
す
る
こ
と
」
を
確
定
し
、
②
党
務
工
作
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

た
党
委
員
会
及
び
そ
の
常
務
委
員
会
を
「
党
務
、
政
府
、
軍
隊
の
主
要
な
責
任
あ
る
党
員
幹
部
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
状
態
に
改
め
る
よ
う

　
　
　
（
2
7
）

指
示
し
た
。
こ
の
決
定
の
後
、
「
民
主
集
中
制
」
原
則
に
貫
か
れ
た
共
産
党
組
織
を
中
核
と
す
る
コ
元
化
領
導
」
体
制
と
い
う
形
で
の
戦

時
指
導
体
制
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
一
方
に
お
い
て
党
中
央
に
対
抗
し
う
る
権
力
を
、
そ
し
て
他
方
に
お
い
て
各
級
党

委
員
会
に
対
抗
し
う
る
権
力
を
完
全
に
否
定
す
る
体
制
で
あ
り
、
中
央
及
び
各
級
党
委
員
会
へ
の
全
面
的
な
権
力
の
集
中
、
す
な
わ
ち
究

極
的
な
集
権
化
を
基
礎
と
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。
七
全
大
会
前
に
は
八
・
七
緊
急
会
議
当
時
と
同
様
、
党
委
員
会
へ
の
究
極
的
集
権
化
の

動
き
が
存
在
し
、
ま
さ
に
こ
の
動
き
の
中
で
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
、
厳
密
に
い
え
ば
同
級
党
委
員
会
の
指
導
層
に
た
い
す
る

服
従
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
七
全
大
会
が
確
定
し
た
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
方
針
は
そ
の
後
い
か
に
実
現
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
共
産
党
側
は
近

434
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年
、
大
会
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
ま
で
党
規
約
の
規
定
は
い
ず
れ
も
実
現
さ
れ
ず
、
当
時
の
「
党
紀
工
作
は
各
級
党
委
員
会
が
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

掌
握
・
管
理
し
、
日
常
の
具
体
的
な
党
紀
工
作
は
党
委
員
会
の
組
織
部
門
が
責
任
を
負
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
結
局
、
党
内
専
門
監

督
体
制
は
一
九
、
一
七
年
六
月
に
建
設
計
画
が
提
示
さ
れ
て
以
後
、
二
〇
年
余
り
の
期
間
本
格
的
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
党
内
監
察
機
関
の
組
織
建
設
が
停
滞
し
た
原
因
と
し
て
は
、
第
一
次
国
共
合
作
崩
壊
並
び
に
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
瓦
解
に
よ
っ
て
組

織
建
設
過
程
が
、
一
度
に
わ
た
っ
て
頓
挫
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
が
、
同
時
に
、
党
中
央
の
組
織
建
設
の
熱
意
が
比
較
的
薄
弱
で
あ
り
、

各
時
点
の
中
心
工
作
の
遂
行
の
た
め
に
組
織
建
設
工
作
が
犠
牲
に
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
組
織
建
設
が
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

牲
に
さ
れ
た
典
型
的
な
事
例
と
し
て
は
、
四
三
年
の
中
央
党
務
委
員
会
の
中
央
組
織
部
へ
の
吸
収
合
併
が
あ
る
。
四
〇
年
代
に
入
っ
て
毛

沢
東
等
は
共
産
党
、
政
府
、
軍
隊
等
諸
組
織
の
合
理
化
、
す
な
わ
ち
「
精
兵
簡
政
」
政
策
を
中
心
工
作
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て
お
り
、

こ
の
合
理
化
推
進
の
過
程
で
中
央
党
務
委
員
会
の
吸
収
合
併
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
中
央
党
務
委
員
会
は
元
々
独
自
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

務
機
構
を
保
有
せ
ず
、
中
央
組
織
部
の
援
助
の
下
に
業
務
を
遂
行
し
た
、
形
骸
化
し
た
組
織
で
あ
っ
た
が
、
中
央
級
監
察
機
関
の
吸
収
合

併
は
各
級
党
委
員
会
に
と
っ
て
党
内
監
察
機
関
設
立
の
義
務
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
も
、
七
全
大
会
で
中
央
党
務

委
員
会
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
中
央
監
察
委
員
会
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
抗
日
戦
争
完
遂
及
び
内
戦
準
備
と
い
っ
た
中
心
工
作

に
精
力
を
傾
け
て
い
た
党
中
央
は
結
局
、
中
央
監
察
委
員
会
の
建
設
に
着
手
せ
ず
、
各
級
党
委
員
会
は
依
然
と
し
て
監
察
機
関
建
設
の
義

務
か
ら
解
放
さ
れ
続
け
た
。
党
内
監
察
機
関
の
組
織
建
設
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
る
に
は
、
政
治
的
・
軍
事
的
環
境
が
整
う
こ
と
、
そ
し

て
、
党
中
央
の
組
織
建
設
に
た
い
す
る
熱
意
が
大
幅
に
高
ま
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

四
　
建
国
初
期
の
党
内
専
門
監
督
体
制
　
　
紀
律
検
査
委
員
会
の
建
設
と
問
題

中
華
人
民
共
和
国
建
国
直
後
の
一
九
四
九
年
一
一
月
九
日
、
共
産
党
中
央
政
治
局
は
「
中
央
及
び
各
級
党
紀
律
検
査
委
員
会
設
置
に
関
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す
る
決
定
」
を
発
布
し
、
全
党
的
規
模
で
党
内
監
察
機
関
を
本
格
的
に
建
設
す
る
意
思
を
公
式
に
表
明
し
た
。
そ
の
際
、
決
定
は
冒
頭
で
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

「
我
が
党
は
す
で
に
全
国
的
な
政
権
党
と
な
り
、
各
レ
ベ
ル
の
民
主
政
府
が
す
で
に
樹
立
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
樹
立
し
つ
つ
あ
り
、
我
が

党
と
党
外
の
人
士
の
共
同
作
業
は
日
増
し
に
増
大
し
て
い
る
。
党
の
政
治
路
線
及
び
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
政
策
を
よ
り
立
派
に
実
行
し
、

国
家
と
党
の
機
密
を
保
守
し
、
党
の
組
織
性
と
紀
律
性
を
強
化
し
、
大
衆
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
官
僚
主
義
を
克
服
し
、
党
の
全
て
の
決

議
の
正
確
な
実
行
を
保
証
す
る
た
め
、
特
に
中
央
及
び
各
級
党
の
紀
律
検
査
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
述
べ
、
共
産
党

中
央
が
政
権
党
と
し
て
の
責
務
か
ら
、
そ
し
て
党
外
人
士
と
の
頻
繁
な
接
触
に
起
因
し
て
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
諸
問
題
へ
の
予
防
措
置
と

し
て
、
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
を
決
意
し
た
こ
と
を
党
内
外
に
示
し
た
。
全
国
政
権
を
運
営
す
る
た
め
に
生
じ
た
諸
々
の
要
求
に
よ

っ
て
、
共
産
党
中
央
の
党
内
監
察
機
関
建
設
に
た
い
す
る
熱
意
は
急
速
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
決
定
は
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
に
①
中
央
直
属
の
各
部
門
と
各
級
の
党
組
織
、
党
の
幹
部
、
党
員
の
党
規
約
違
反
行
為
を
検
査
す
る
、

②
中
央
直
属
の
各
部
門
、
各
級
党
組
織
及
び
党
員
の
紀
律
違
反
の
処
分
を
審
査
し
、
決
定
す
る
、
ま
た
処
分
を
取
り
消
す
、
③
党
内
で
紀

律
教
育
を
強
化
し
、
党
員
に
厳
格
に
党
規
約
を
遵
守
さ
せ
、
党
の
決
議
や
政
府
の
法
令
を
実
行
さ
せ
、
全
党
の
統
一
と
集
中
を
実
現
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

と
い
う
任
務
を
付
与
し
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
事
務
機
構
と
業
務
上
の
細
則
を
持
つ
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
以
後
、
一
九
五
五
年
ま
で
紀
律

検
査
委
員
会
の
組
織
建
設
が
推
進
さ
れ
る
。
党
内
専
門
監
督
体
制
は
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
に
よ
っ
て
、
革
命
戦
争
時
期
及
び
日
中
戦

争
時
期
の
危
機
的
状
態
、
す
な
わ
ち
党
委
員
会
な
い
し
そ
の
組
織
部
門
に
監
督
業
務
を
代
行
さ
れ
る
と
い
う
事
態
か
ら
脱
し
た
の
で
あ
る
。

　
e
　
「
服
従
型
」
監
督
体
制
の
継
承
と
強
化
　
　
「
服
従
強
化
型
」
監
督
体
制
の
形
成

　
党
内
専
門
監
督
体
制
は
、
現
実
に
組
織
建
設
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
一
九
二
七
年
六
月
の
建
設
構
想
、
つ
ま
り
レ
ー
ニ
ン
構

想
に
近
づ
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
構
想
に
到
達
す
る
に
は
、
な
お
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
か
ら
の
独
立
と
い
う
問
題

が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
各
級
党
委
員
会
に
権
力
を
最
大
限
集
中
す
る
、
究
極
的
集
権
化
の
基
本
方
針
が
変
更
さ
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れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
共
産
党
中
央
は
建
国
後
も
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
各
級
党
委
員
会
の
非
共
産
党
組
織
に

た
い
す
る
指
導
（
「
領
導
」
）
権
を
強
化
す
る
た
め
の
措
置
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
四
九
年
二
月
、
中
央
政
治
局
は
「
中
央
人

民
政
府
内
に
中
国
共
産
党
の
党
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」
、
「
中
央
人
民
政
府
内
に
中
国
共
産
党
の
党
組
を
設
立
す
る
こ

と
に
関
す
る
決
定
」
を
相
次
い
で
採
択
し
、
党
中
央
が
任
命
す
る
党
委
員
会
と
中
央
政
治
局
が
直
接
「
領
導
」
す
る
党
組
を
中
央
人
民
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

府
の
各
機
関
に
設
け
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
共
産
党
の
政
府
機
関
に
た
い
す
る
指
導
（
「
領
導
」
）
権
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
党

委
員
会
へ
の
集
権
化
が
さ
ら
に
進
む
中
で
、
党
内
監
察
機
関
が
同
級
党
委
員
会
か
ら
独
立
的
な
地
位
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
か
っ
た
。
実
際
に
「
中
央
及
び
各
級
党
紀
律
検
査
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
定
」
は
、
①
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
は
中
央
政
治
局
の
指

導
（
「
領
導
」
）
下
に
工
作
を
行
い
、
中
央
の
決
定
を
経
て
組
織
さ
れ
る
、
②
各
中
央
局
、
分
局
、
省
党
委
員
会
、
区
党
委
員
会
、
市
党
委

員
会
、
地
党
委
員
会
、
県
党
委
員
会
の
党
の
紀
律
検
査
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
党
委
員
会
が
名
簿
を
上
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

委
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
党
委
員
会
の
指
導
下
に
工
作
を
行
う
と
規
定
し
、
紀
律
検
査
委
員

会
の
成
員
に
関
す
る
人
事
権
及
び
業
務
活
動
に
た
い
す
る
指
導
権
を
同
級
党
委
員
会
に
付
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
紀
律
検
査
委
員
会
を

同
級
党
委
員
会
の
下
に
置
い
て
い
る
点
で
、
決
定
は
七
全
大
会
党
規
約
の
基
調
を
完
全
に
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
中
央

及
び
各
級
党
紀
律
検
査
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
定
」
の
規
定
は
七
全
大
会
党
規
約
の
規
定
を
さ
ら
に
超
え
て
党
委
員
会
の
党
内
監
察
機

関
に
た
い
す
る
影
響
力
を
増
大
さ
せ
る
内
容
を
も
含
ん
で
い
だ
。
す
な
わ
ち
、
決
定
は
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
に
た
い
す
る
中
央
政
治
局

の
指
導
の
性
質
を
「
領
導
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
七
全
大
会
党
規
約
は
こ
れ
を
単
に
「
指
導
」
と
し
て
い
た
た
め
、
決
定
は
中
央
政

治
局
の
指
導
力
の
強
化
を
規
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
国
初
期
の
党
内
専
門
監
督
体
制
は
七
全
大
会
で
設
定
さ
れ
た
「
服

従
型
」
監
督
体
制
よ
り
も
各
級
党
委
員
会
に
よ
り
深
く
服
従
す
る
「
服
従
強
化
型
」
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
級
党
委
員
会
へ

の
究
極
的
集
権
化
が
建
国
後
の
党
・
国
家
指
導
体
制
形
成
の
基
本
方
策
と
し
て
重
視
さ
れ
た
結
果
、
か
か
る
建
設
方
針
及
び
形
態
が
確
定

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
の
後
、
紀
律
検
査
委
員
会
は
晒
績
党
委
員
会
に
た
い
し
さ
ら
な
る
服
従
を
求
め
ら
れ
る
。
一
九
五
一
年
四
月
、
第
一
次
全
国
紀
律
検

査
工
作
会
議
の
席
上
、
朱
徳
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
書
記
は
「
党
委
員
会
は
紀
律
検
査
委
員
会
の
工
作
に
た
い
す
る
指
導
（
「
領
導
」
）
を
強

化
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
中
央
及
び
各
級
党
紀
律
検
査
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
定
」
採
択
後
早
々
に
、

中
央
の
み
な
ら
ず
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
に
た
い
す
る
党
委
員
会
の
指
導
の
性
質
が
「
指
導
」
か
ら
「
領
導
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

か
る
。
こ
の
変
更
は
、
五
二
年
二
月
に
共
産
党
中
央
が
発
し
た
「
紀
律
検
査
工
作
強
化
に
関
す
る
指
示
」
の
中
で
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、

五
三
年
一
一
月
の
第
二
次
紀
律
検
査
工
作
会
議
で
、
朱
徳
は
「
党
の
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
は
各
級
党
委
員
会
の
党
紀
実
行
面
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

助
手
で
あ
り
、
党
紀
に
違
反
す
る
党
員
及
び
党
の
組
織
を
検
査
し
処
分
す
る
事
務
機
構
で
あ
る
」
と
述
べ
、
紀
律
検
査
委
員
会
が
同
級
党

委
員
会
の
一
工
作
部
門
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
公
式
に
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
な
い
し
そ
の
指
導
層
に
た
い
す
る
い
っ
そ
う
の
服
従
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
紀
律
検
査
委
員
会
委

員
と
同
級
党
委
員
会
委
員
の
兼
職
が
進
行
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
兼
職
が
党
内
監
察
機
関
の
同
級
党
委
員
会
に
た
い
す
る
監
督
業
務
の
弛

緩
を
生
む
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
共
産
党
も
一
九
二
七
年
六
月
に
最
初
の
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
方
針
を
設
定
し
た
際
に
両

委
員
間
の
兼
職
を
禁
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
建
国
後
、
現
実
に
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
の
全
党
規
模
で
の
建
設
が
始
ま
る
と
、
党
委
員
会

委
員
が
紀
律
検
査
委
員
会
委
員
を
兼
ね
、
し
か
も
紀
律
検
査
委
員
会
の
書
記
、
副
書
記
と
い
っ
た
枢
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
中

央
紀
律
検
査
委
員
会
を
例
に
と
る
と
、
創
設
時
の
一
一
人
の
委
員
の
う
ち
、
朱
徳
、
王
従
吾
、
劉
瀾
濤
、
李
藻
華
の
四
人
は
第
七
期
中
央

委
員
会
の
委
員
な
い
し
候
補
委
員
で
あ
っ
て
、
中
央
候
補
委
員
以
上
の
職
位
を
有
す
る
兼
職
者
は
全
委
員
中
の
三
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

占
め
、
朱
徳
は
書
記
、
王
従
吾
は
副
書
記
に
任
じ
て
い
た
。
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口
　
「
服
従
強
化
型
」
監
督
体
制
の
運
用
及
び
組
織
建
設
の
状
況

紀
律
検
査
委
員
会
が
職
務
権
限
関
係
並
び
に
人
的
関
係
の
両
面
に
お
い
て
同
級
党
委
員
会
な
い
し
そ
の
指
導
層
に
た
い
し
服
従
し
て
い



中国共産党の「党内専門監督体制」

く
中
で
、
建
国
初
期
の
党
内
専
門
監
督
体
制
は
い
く
つ
か
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
つ
の
問
題
は
、
服
従
の
深
化
の
当
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
帰
結
と
し
て
各
級
監
察
機
関
が
同
級
党
委
員
会
の
指
導
層
を
厳
格
に
検
査
・
処
分
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
組
織
規
定
上
は
隷
属
下
に
お
か
れ
て
も
共
産
党
の
指
導
層
の
側
に
自
己
を
監
察
機
関
に
監
督
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
存
在

し
た
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
問
題
は
解
消
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
建
国
当
初
、
革
命
戦
争
を
戦
い
抜
い
た
中
堅
以
上
の
党
員
に
は
「
紀
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
重
要
性
を
認
識
せ
ず
、
党
の
紀
律
は
単
に
一
般
党
員
だ
け
が
遵
守
す
る
も
の
で
、
自
分
は
例
外
と
見
な
す
」
傾
向
が
存
在
し
、
指
導
層

が
自
ら
の
監
督
を
求
め
る
可
能
性
は
稀
薄
で
あ
っ
た
。
な
お
、
党
委
員
会
委
員
の
多
く
は
各
級
国
家
機
関
の
高
級
幹
部
で
あ
っ
た
た
め
、

党
内
監
察
機
関
の
党
指
導
層
に
た
い
す
る
業
務
の
停
滞
は
国
家
機
関
の
高
級
幹
部
に
た
い
す
る
監
督
業
務
の
停
滞
を
も
意
味
し
、
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

組
織
と
政
府
行
政
機
関
の
両
方
で
党
指
導
層
が
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。
実
際
、
安
子
文
中
央
組
織
部
副
部
長
は

一
九
五
三
年
二
月
、
第
一
期
政
協
第
四
回
会
議
の
席
上
、
共
産
党
及
び
政
府
の
中
央
級
、
大
区
級
、
省
（
市
）
級
、
専
区
級
、
県
級
の
機

関
で
官
僚
主
義
、
命
令
主
義
、
違
法
行
為
・
党
紀
違
反
行
為
が
蔓
延
し
て
お
り
、
一
部
指
導
機
関
は
「
違
法
乱
紀
分
子
（
法
律
・
党
紀
に

反
す
る
者
）
」
を
庇
護
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
う
え
で
「
一
部
の
高
級
幹
部
は
彼
ら
自
身
が
違
法
乱
紀
分
子
で
あ
る
」
と
し
て
党
・
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

府
機
関
の
高
級
幹
部
の
党
紀
違
反
行
為
を
非
難
し
て
い
た
。
二
つ
目
の
問
題
は
、
党
内
監
察
機
関
が
同
級
党
委
員
会
の
工
作
部
門
と
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
党
内
専
門
監
督
体
制
の
系
統
内
部
に
お
け
る
上
級
機
関
と
下
級
機
関
の
組
織
的
連
係
が
弱
ま
り
、
上
級
が
下
級
の
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

活
動
を
直
接
管
理
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
党
内
監
察
機
関
に
た
い
す
る
指
導
（
「
領
導
」
）
機
関
に

設
定
さ
れ
た
各
級
党
委
員
会
の
指
導
層
が
自
分
や
そ
の
関
係
者
を
摘
発
し
か
ね
な
い
党
内
監
察
機
関
の
監
督
業
務
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
朱
徳
は
こ
の
点
に
つ
い
て
繰
り
返
し
発
言
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
五
三
年
一
一
月
、
第
二
次
全
国
紀
律
検

査
工
作
会
議
で
は
、
「
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
党
の
紀
律
検
査
工
作
は
任
務
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を

完
遂
す
る
の
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
党
の
紀
律
検
査
工
作
は
そ
の
基
盤
が
比
較
的
脆
弱
で
、

機
構
は
健
全
さ
が
不
十
分
で
あ
り
、
幹
部
の
経
験
も
足
り
ず
、
工
作
の
必
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
他
方
で
は
、
工
作
中
多
く
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の
新
た
な
複
雑
な
状
況
や
問
題
に
遭
遇
し
、
案
件
を
検
査
・
処
理
す
る
際
、
自
分
の
工
作
中
の
欠
点
や
誤
り
を
暴
露
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

る
少
数
の
党
組
織
及
び
党
員
幹
部
の
非
協
力
、
甚
だ
し
く
は
抵
抗
に
遭
遇
す
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
五
二
年
二
月
に
中
央

が
発
し
た
「
紀
律
検
査
工
作
強
化
に
関
す
る
指
示
」
も
ま
た
同
様
に
、
一
部
の
党
委
員
会
は
紀
律
検
査
工
作
を
重
視
せ
ず
、
積
極
的
な
指

導
と
支
援
を
与
え
て
お
ら
ず
、
一
部
の
地
区
の
党
委
員
会
は
党
内
の
違
法
・
紀
律
違
反
に
た
い
し
腐
敗
し
た
自
由
主
義
の
態
度
を
と
り
、

紀
律
検
査
委
員
会
の
工
作
に
耳
を
貸
さ
な
い
官
僚
主
義
的
態
度
を
と
っ
た
た
め
に
、
紀
律
検
査
委
員
会
が
所
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

で
き
な
い
と
述
べ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
党
内
専
門
監
督
体
制
は
建
国
初
期
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
に
体
制
自
体
の
組
織

力
の
不
足
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
以
下
に
、
建
国
か
ら
一
九
五
五
年
前
半
ま
で
の
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
建
設
状
況
を
見

て
み
る
。
創
設
時
、
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
は
そ
の
事
務
機
構
と
し
て
検
査
処
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
検
査
処
に
は
処
長
一

人
、
検
査
員
数
人
、
秘
書
若
干
名
が
配
置
さ
れ
、
検
査
員
は
中
央
直
属
部
門
及
び
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
と
連
絡
を
と
り
、
必
要
に
応
じ

て
各
部
門
、
各
級
党
委
員
会
に
赴
き
一
般
的
な
、
あ
る
い
は
特
別
な
検
査
を
行
い
、
秘
書
は
資
料
の
整
理
、
文
書
の
保
管
、
編
纂
・
起
草
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

記
録
・
印
刷
を
担
当
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
実
際
の
監
督
業
務
を
遂
行
す
る
検
査
員
が
数
人
程
度
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

創
設
時
に
想
定
さ
れ
た
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
力
、
業
務
能
力
が
極
め
て
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
創
設
当
初
、

中
央
紀
律
検
査
委
員
会
に
は
こ
う
し
た
検
査
処
さ
え
も
設
置
さ
れ
ず
、
唯
一
、
中
央
組
織
部
幹
部
処
に
紀
律
検
査
科
が
置
か
れ
て
い
た
だ

　
　
　
　
（
4
6
）

け
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
が
党
員
検
査
等
の
監
督
業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
中
央
組
織
部
の
全
面

的
な
援
助
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
次
全
国
紀
律
検
査
工
作
会
議
の
席
上
、
安
子
文
中
央
組
織
部
副
部
長
が
組

織
部
と
紀
律
検
査
委
員
会
の
業
務
関
係
を
「
各
級
組
織
部
門
は
幹
部
や
党
員
、
支
部
機
構
を
管
理
し
て
い
る
た
め
、
組
織
や
幹
部
、
党
員

の
状
況
を
比
較
的
よ
く
把
握
し
て
い
る
。
組
織
部
門
が
党
紀
違
反
行
為
を
犯
し
た
組
織
や
党
員
を
発
見
し
た
な
ら
ば
、
審
査
し
処
分
す
る

必
要
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
紀
律
検
査
委
員
会
に
回
し
て
審
査
さ
せ
処
分
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
紀
律
検
査
委
員
会
は
組
織
、
党
員
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（
4
7
）

の
処
分
の
過
程
及
び
結
果
を
随
時
、
組
織
部
門
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
の
発
言
か
ら
は
、
具
体
的
に
、

党
員
間
の
通
常
の
情
報
収
集
及
び
党
紀
違
反
者
の
発
見
等
の
業
務
を
中
央
組
織
部
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
初
期
の
中

央
紀
律
検
査
委
員
会
の
指
導
部
に
は
多
く
の
組
織
部
関
係
者
が
参
加
し
て
い
た
。
創
設
時
の
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
の
委
員
は
朱
徳
、
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

従
吾
、
安
子
文
、
劉
瀾
濤
、
謝
覚
哉
、
李
藻
華
、
劉
景
範
、
李
濤
、
醇
暮
橋
、
梁
華
、
濤
乃
超
の
二
人
で
、
そ
の
う
ち
王
従
吾
、
安
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

文
、
劉
瀾
濤
、
李
藻
華
、
梁
華
の
五
人
ま
で
が
組
織
部
関
係
者
で
あ
り
、
王
従
吾
、
安
子
文
は
副
書
記
を
務
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
党
内
監
察
機
関
は
組
織
部
系
統
か
ら
人
的
支
援
ま
で
も
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
組
織
規
定
上
は
と
も
か
く
、

現
実
に
は
、
か
つ
て
中
央
党
務
委
員
会
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
中
央
監
察
委
員
会
も
ま
た
中
央
組
織
部
の
援
助
無
し
に
そ
の
責
務
を

果
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
地
方
の
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
建
設
状
況
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
九
五
〇
年
末
に
は
地
・
県
級
党
委
員
会
の
大
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

で
紀
律
検
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
十
分
な
業
務
処
理
能
力
を
有
す
る
事
務
機
構
を
設
置
す
る
作
業
は
容
易
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
五
〇
年
末
ま
で
に
中
央
局
と
一
部
の
省
（
市
）
で
事
務
機
構
を
設
置
し
始
め
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
ご
く
少
数
の
機
関
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

を
配
備
し
え
た
だ
け
で
、
五
一
年
四
月
の
時
点
で
も
専
従
の
紀
律
検
査
幹
部
は
一
、
五
〇
〇
人
に
満
た
な
か
っ
た
。
翌
五
二
年
に
入
っ
て

も
、
二
月
の
中
央
の
「
紀
律
検
査
工
作
強
化
に
関
す
る
指
示
」
は
、
各
級
党
委
員
会
の
紀
律
検
査
委
員
会
の
責
任
者
の
多
く
は
兼
職
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

り
、
専
従
幹
部
が
少
な
く
、
事
務
機
構
は
不
健
全
で
あ
る
と
現
状
を
説
明
し
て
お
り
、
一
〇
月
の
時
点
で
も
専
従
の
紀
律
検
査
幹
部
は
二
、

八
O
O
人
前
後
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
が
創
設
時
、
組
織
部
関
係
者
の
参
加
を
得
て
指
導
部
を
構
成
し
た
と
述
べ
た

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
党
中
央
以
下
の
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
に
も
見
ら
れ
た
。
一
例
を
示
す
と
、
北
京
市
党
委
員
会
の
紀
律
検
査
委

員
会
で
は
、
四
九
年
三
月
の
創
設
か
ら
五
三
年
三
月
ま
で
初
代
書
記
を
務
め
た
劉
仁
、
そ
の
後
任
と
し
て
五
四
年
一
二
月
ま
で
書
記
を
務

め
た
萢
需
生
（
五
一
年
七
月
か
ら
五
三
年
三
月
ま
で
同
委
員
会
副
書
記
在
任
）
、
五
三
年
三
月
以
降
副
書
記
を
務
め
た
余
濠
清
は
い
ず
れ
も
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

京
市
党
委
員
会
組
織
部
の
部
長
な
い
し
副
部
長
で
あ
っ
た
。

441



法学研究68巻1号（’95　1）

　
こ
の
よ
う
に
、
中
央
及
び
地
方
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
建
設
の
進
行
が
緩
慢
で
あ
っ
た
た
め
、
共
産
党
中
央

は
一
九
五
三
年
後
半
の
第
二
次
全
国
紀
律
検
査
工
作
会
議
以
降
、
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
的
充
実
を
督
促
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
各
レ

ベ
ル
で
紀
律
検
査
委
員
会
の
機
構
及
び
人
員
の
増
強
に
力
が
注
が
れ
た
結
果
、
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
は
五
三
年
に
専
従
の
副
書
記
と
、

三
つ
の
科
か
ら
構
成
さ
れ
た
紀
律
検
査
処
、
機
関
幹
部
二
六
人
を
保
有
し
、
翌
五
四
年
に
は
案
件
審
批
処
、
城
市
検
査
処
、
農
村
検
査
処
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

中
央
直
属
機
関
検
査
処
、
弁
公
室
と
機
関
幹
部
一
二
六
人
を
持
つ
に
至
り
、
地
方
の
紀
律
検
杏
委
員
会
も
、
五
四
年
末
に
は
専
従
の
紀
律

検
査
幹
部
七
、
一
四
三
人
を
保
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ま
た
、
五
四
年
一
年
間
で
、
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
が
検
査
し
た
案
件
は
二
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

七
四
四
件
、
処
分
し
た
党
員
数
は
六
六
、
七
七
九
人
に
達
し
、
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
五
三
年
末
以
降
、
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
建
設

が
一
定
程
度
加
速
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
加
速
が
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
に
十
分
な
組
織
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
五
五
年
三
月
に
新
た
に
編
成
さ
れ
た
中
央
監
察
委
員
会
は
当
初
、
内
部
組
織
と
し
て
弁
公
庁
、

来
信
来
訪
処
、
地
方
監
察
処
、
工
鉱
交
通
監
察
処
、
財
経
貿
易
監
察
処
、
中
央
直
属
機
関
監
察
処
、
案
件
審
理
処
、
幹
部
訓
練
班
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

若
干
の
中
央
監
察
委
員
を
保
有
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
人
員
編
制
は
一
七
五
人
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
監
察
委
員
会
は
紀
律
検
査
委
員

会
を
機
構
・
人
員
両
面
に
お
い
て
量
的
に
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
紀
律
検
査
委
員
会
の
組
織
的
規
模
が
小
さ
す
ぎ
た
こ
と
を
暗
示
し
て

い
た
。
組
織
が
小
規
模
す
ぎ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
近
年
出
版
さ
れ
た
共
産
党
の
文
献
も
「
既
存
の
紀
律
検
査
委
員
会
は
組
織
が
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

小
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
党
内
外
の
広
大
な
大
衆
と
の
直
接
的
で
広
範
囲
に
及
ぶ
結
び
付
き
を
欠
い
て
い
た
」
と
述
べ
て
認
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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五
　
結
　
語

本
稿
の
目
的
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
初
期
の
党
内
専
門
監
督
体
制
に
つ
い
て
、
①
建
設
方
針
上
の
特
徴
、
②
そ
の
特
徴
に
影
響
さ
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れ
た
運
用
状
況
、
並
び
に
③
組
織
建
設
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
監
督
体
制
が
統
治
シ
ス
テ
ム
の
内
部
管
理
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
得
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
建
国
初
期
の
建
設
方
針
上
の
特
徴
を
抽
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
建
国
前
の
各
時
期
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
建
設
方
針
を
分
析
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。
第
二
章
で
は
、
共
産
党
が
一
九
二
七
年
六
月
に
第
三
次
修
正
党
規
約
中
で
示
し
た
最
初
の
党
内
監
察
機
関
の
建
設
方

針
を
検
討
し
、
そ
れ
が
レ
ー
ニ
ン
の
構
想
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
そ
の
骨
子
は
党
内
監
察
機
関
に
同
級
党
委
員
会
（
指
導
層
も
含
む
）
に

た
い
す
る
独
立
的
な
地
位
を
与
え
、
党
指
導
層
に
た
い
し
厳
格
な
監
督
業
務
を
遂
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
建
設
方
針
を
共
産
党
の
党
内
専
門
監
督
体
制
の
理
想
像
と
位
置
づ
け
、
か
か
る
方
針
に
基
づ
き
形
成
さ
れ
る
監
督

体
制
の
形
態
を
「
独
立
型
」
と
称
し
た
。
第
三
章
で
は
、
第
一
次
国
共
合
作
崩
壊
か
ら
建
国
ま
で
に
提
示
さ
れ
た
建
設
方
針
を
分
析
し
た
。

こ
の
間
、
理
想
た
る
レ
ー
ニ
ン
構
想
に
基
づ
く
建
設
方
針
は
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
で
一
時
期
復
活
し
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
党
内
監
察

機
関
を
同
級
党
委
員
会
の
下
に
組
み
込
む
、
前
者
を
後
者
に
服
従
さ
せ
る
建
設
方
針
が
度
々
登
場
し
、
建
国
前
の
最
終
的
建
設
方
針
と
な

っ
た
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
方
針
に
基
づ
き
建
設
さ
れ
る
監
督
体
制
の
形
態
を
「
独
立
型
」
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
「
服
従
型
」

と
呼
ん
だ
。
な
お
、
「
服
従
型
」
監
督
体
制
が
模
索
さ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
八
・
七
緊
急
会
議
前
後
、
並
び
に
六
期
六
中
全
会
か
ら
七

全
大
会
前
後
の
時
期
で
、
い
ず
れ
も
共
産
党
中
央
が
危
機
脱
出
の
た
め
各
級
党
委
員
会
へ
の
究
極
的
集
権
化
を
図
っ
た
時
期
で
あ
り
、

「
服
従
型
」
は
究
極
的
集
権
化
の
政
治
体
制
と
軌
を
一
に
し
て
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
建
国
初
期
の
党
内
専
門
監
督
体
制
の
建
設
方
針
に
つ
い
て
第
四
章
第
一
節
で
検
討
し
た
。
建
国
後
も
党
委
員
会
へ
の
集
権
化
が
継

続
さ
れ
た
た
め
、
建
国
初
期
を
通
じ
て
、
党
内
監
察
機
関
を
同
級
党
委
員
会
の
下
に
組
み
込
む
建
設
方
針
が
採
用
さ
れ
、
「
服
従
型
」
監

督
体
制
の
建
設
が
模
索
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
国
初
期
の
集
権
化
は
建
国
前
の
も
の
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
で
あ
っ
た
た
め
、
監
察
機
関
は

党
委
員
会
の
「
領
導
」
下
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
一
工
作
部
門
と
化
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
党
内
専
門
監
督
体
制
は
「
服
従
型
」
よ
り
も

さ
ら
に
服
従
の
度
合
い
が
強
化
さ
れ
た
「
服
従
強
化
型
」
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
レ
ー
ニ
ン
構
想
・
「
独
立
型
」
監
督
体
制
の
構
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想
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
た
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
第
二
節
で
は
こ
の
「
服
従
強
化
型
」
監
督
体
制
の
運
用
及
び
組
織
建
設
の
状
況
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
「
服
従
強
化
型
」
の
形
態

が
と
ら
れ
、
紀
律
検
査
委
員
会
委
員
を
同
級
党
委
員
会
委
員
が
兼
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
紀
律
検
査
委
員
会
が
同
級
党
委
員
会
の
指

導
層
を
厳
格
に
検
査
し
処
分
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
、
②
監
察
系
統
の
上
級
機
関
、
特
に
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
の
下
級
機
関
に
た
い

す
る
指
導
が
圧
迫
さ
れ
る
、
③
「
領
導
」
機
関
と
な
っ
た
各
級
党
委
員
会
の
指
導
層
に
よ
っ
て
党
内
監
察
機
関
の
業
務
活
動
が
抑
制
さ
れ

る
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
建
国
初
期
の
建
設
方
針
な
い
し
そ
の
特
徴
が
監
督
体
制
の
運
用
面
で
大
き
な
問
題
を

生
み
出
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
い
で
、
当
時
の
党
内
監
察
機
関
の
組
織
建
設
は
不
十
分
で
組
織
部
の
組
織
的
・
人
的
支
援
無
し

に
は
業
務
の
遂
行
が
困
難
で
あ
っ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
建
国
初
期
の
「
服
従
強
化
型
」
監
督
体
制
は
、
運
用
面
で

多
大
な
問
題
を
抱
え
、
組
織
力
も
不
足
し
て
お
り
、
統
治
シ
ス
テ
ム
の
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
中
国
語
の
指
導
を
表
す
言
葉
に
は
「
領
導
」
と
「
指
導
」
の
二
つ
が
あ
る
。
「
領
導
」
は
統
率
し
指
導
す
る
と
い
う
意
味
で
、
日
本
語
の
指
導

　
よ
り
も
強
制
的
な
意
味
あ
い
が
濃
く
、
「
指
導
」
は
日
本
語
の
指
導
と
同
様
の
意
味
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
中
国
語
の
「
領
導
」
と
「
指
導
」
の
微

　
妙
な
意
味
の
差
異
を
示
す
た
め
に
、
二
つ
の
用
語
を
必
要
に
応
じ
て
敢
え
て
日
本
語
に
訳
さ
ず
括
弧
付
き
で
表
記
す
る
。

（
2
）
　
指
導
層
は
中
国
語
の
「
領
導
層
」
の
訳
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
指
導
と
は
元
来
、
「
領
導
」
の
意
味
で
あ
る
。

（
3
）
　
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
の
幹
部
管
理
体
制
に
関
し
て
は
別
稿
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
い
。
な
お
、
建
国
後
の
幹
部
管
理
体
制
に
関
す
る

　
研
究
成
果
と
し
て
は
、
唐
亮
「
『
党
管
幹
部
原
則
」
と
行
政
機
関
の
人
事
管
理
　
　
中
国
共
産
党
の
行
政
機
関
に
対
す
る
指
導
の
観
点
か
ら
　
　
」

　
（
『
法
学
政
治
学
論
究
』
［
慶
鷹
義
塾
大
学
］
第
一
五
号
・
一
九
九
二
年
冬
季
号
、
一
四
五
～
一
六
三
頁
）
、
毛
里
和
子
『
現
代
中
国
政
治
』
（
名
古
屋

　
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
一
六
二
～
一
六
三
頁
）
、
及
び
拙
稿
「
中
国
の
幹
部
管
理
体
制
（
一
九
四
九
ー
一
九
五
三
）
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
三

　
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
一
年
二
一
月
、
三
七
～
七
五
頁
）
、
拙
稿
「
中
国
の
幹
部
管
理
体
制
（
一
九
五
三
－
一
九
六
〇
）
」
（
前
掲
『
法
学
政
治
学
論

　
究
」
第
一
五
号
、
三
五
～
八
六
頁
）
が
あ
る
。

（
4
）
　
建
国
か
ら
文
化
大
革
命
前
ま
で
の
党
内
監
察
機
関
の
建
設
過
程
に
関
し
て
言
及
し
た
、
我
が
国
の
研
究
成
果
と
し
て
は
田
中
信
行
「
中
国
に
お



中国共産党の「党内専門監督体制」

　
け
る
適
法
性
の
制
度
的
保
障
」
（
毛
里
和
子
編
『
毛
沢
東
時
代
の
中
国
・
現
代
中
国
論
1
』
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
五
七
～
八
六

　
頁
）
、
前
出
拙
稿
「
中
国
の
幹
部
管
理
体
制
（
一
九
四
九
ー
一
九
五
三
）
」
第
四
章
が
あ
る
。
ま
た
、
中
華
人
民
共
和
国
で
近
年
出
版
さ
れ
た
謝
勇
主

　
編
『
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
』
（
中
国
展
望
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
七
年
）
、
林
代
昭
主
編
「
中
国
監
察
制
度
」
（
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
八

年
）
、
雛
樹
剛
『
党
内
監
督
」
（
中
国
展
望
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年
）
等
は
本
稿
の
基
本
的
参
考
文
献
で
あ
る
。

（
5
）
　
前
掲
『
中
国
監
察
制
度
』
、
二
七
八
～
二
七
九
頁
。

（
6
）
　
孫
鉄
編
著
『
党
的
組
織
工
作
詞
典
』
、
中
国
展
望
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
六
年
、
一
四
三
頁
。
王
振
川
・
除
祥
之
・
劉
玉
庭
主
編
『
新
時
期

　
党
的
工
作
手
冊
」
、
中
共
党
史
資
料
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年
、
三
七
四
頁
。
趙
博
主
編
「
中
国
共
産
党
章
程
辞
典
』
、
紅
旗
出
版
社
、
一
九
九

　
一
年
、
一
八
七
頁
（
出
版
都
市
名
不
記
）
。

（
7
）
　
「
中
国
共
産
党
第
三
次
修
正
章
程
決
案
」
（
一
九
二
七
年
六
月
一
日
中
央
政
治
局
会
議
議
決
案
）
、
中
央
梢
案
館
編
「
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第

　
三
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年
、
一
四
六
、
一
五
二
～
一
五
三
頁
。

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）急

会
議
で
臨
時
中
央
政
治
局
委
員
に
選
出
さ
れ
、
そ
の
後
中
央
北
方
局
の
設
立
に
と
も
な
い
そ
の
書
記
と
な
り

共
党
史
人
物
研
究
会
編
『
中
共
党
史
人
物
伝
』
第
一
二
巻
、

書
記
と
し
て
監
督
業
務
の
遂
行
・
指
導
に
専
心
す
る
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
監
察
委
員
で
あ
る
王
荷
波
が
中
央
委
員
に
な
っ

　
た
こ
と
は
両
委
員
間
の
兼
職
を
禁
じ
た
第
三
次
修
正
党
規
約
第
六
二
条
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
王
は
同
年
一
〇
月
中
旬
、
北

　
京
で
工
作
中
に
逮
捕
さ
れ
、
一
一
月
一
一
日
に
銃
殺
さ
れ
た
（
同
前
、
六
三
頁
）
。
中
央
監
察
委
員
会
が
機
能
し
え
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
に
は
王

荷
波
書
記
の
突
然
の
死
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
1
5
）
　
「
党
的
組
織
問
題
議
決
案
」
、
前
掲
『
中
共
中
央
文
件
選
集
」
第
三
冊
、
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
。

「
中
国
共
産
党
章
程
」
、
中
央
梢
案
館
編
「
中
共
中
央
文
件
選
集
」
第
一
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年
、
九
六
～
九
七
頁
。

「
中
国
共
産
党
第
一
次
修
正
章
程
」
、
「
中
国
共
産
党
第
二
次
修
正
章
程
」
、
同
右
、
一
六
一
～
一
六
二
、
三
八
七
～
三
八
八
頁
。

王
健
英
編
『
中
国
共
産
党
組
織
史
資
料
潅
編
ー
領
導
機
構
沿
革
和
成
員
名
録
ー
』
、
紅
旗
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
三
年
、
六
〇
頁
。

前
掲
「
中
国
監
察
制
度
」
、
二
七
九
～
二
八
0
頁
。

前
掲
『
党
内
監
督
』
、
五
一
～
五
二
頁
。

前
掲
「
中
国
共
産
党
第
三
次
修
正
章
程
決
案
」
、
一
四
六
、
一
五
一
～
一
五
三
頁
。

前
掲
「
中
国
監
察
制
度
」
、
二
八
O
頁
。
前
掲
『
党
内
監
督
』
、
二
三
二
頁
。
初
代
書
記
に
選
出
さ
れ
た
王
荷
波
は
一
九
二
七
年
夏
の
八
・
七
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
同
年
九
月
、
華
北
に
赴
任
す
る
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陵
西
人
民
出
版
社
、
西
安
、
】
九
八
三
年
、
六
〇
～
六
三
頁
）
。
王
は
中
央
監
察
委
員
会
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（
1
6
）
　
同
右
、
三
〇
五
頁
。

（
1
7
）
　
「
中
国
共
産
党
党
章
」
（
一
九
二
八
年
七
月
一
〇
日
通
過
）
、
中
央
梢
案
館
編
『
中
共
中
央
文
件
選
集
」
第
四
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北

　
京
、
一
九
八
九
年
、
四
八
○
頁
。

（
1
8
）
　
李
堅
・
曾
慶
榴
著
の
楊
鉋
安
の
伝
記
は
、
楊
が
一
九
二
七
年
末
に
盟
秋
白
等
に
よ
っ
て
「
中
央
監
察
委
員
会
委
員
の
資
格
を
取
り
消
さ
れ
た
」

　
と
述
べ
て
お
り
（
中
共
党
史
人
物
研
究
会
編
『
中
共
党
史
人
物
伝
』
第
四
巻
、
陳
西
人
民
出
版
社
、
西
安
、
一
九
八
二
年
、
二
二
五
頁
）
、
こ
の
こ

　
と
か
ら
、
組
織
的
外
殻
と
し
て
の
中
央
監
察
委
員
会
は
二
七
年
末
頃
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
1
9
）
　
前
掲
「
中
国
共
産
党
党
章
」
（
一
九
二
八
年
七
月
↓
O
日
通
過
）
、
四
八
O
～
四
八
一
頁
。

（
2
0
）
　
「
中
共
中
央
関
於
成
立
中
央
党
務
委
員
会
及
中
央
蘇
区
省
県
監
察
委
員
会
的
決
議
」
（
↓
九
三
三
年
九
月
一
七
日
）
、
中
央
梢
案
館
編
「
中
共
中

　
央
文
件
選
集
』
第
九
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

（
2
1
）
　
実
際
、
一
九
三
四
年
一
月
、
六
期
五
中
全
会
に
お
い
て
中
央
党
務
委
員
会
の
成
員
が
選
出
さ
れ
、
同
委
員
会
は
共
産
党
中
央
の
影
響
下
に
組
み

　
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
中
央
梢
案
館
編
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第
一
一
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
七
六
〇
、
七
六
四
、
七
六
八
～
七
七

　
二
頁
。

（
2
3
）
　
「
中
共
拡
大
的
六
中
全
会
関
於
各
級
党
部
工
作
規
則
与
紀
律
的
決
定
」
（
一
九
三
八
年
一
一
月
六
日
通
過
）
、
同
右
、
七
六
八
～
七
六
九
頁
。

（
2
4
）
　
「
中
共
拡
大
的
六
中
全
会
関
於
各
級
党
委
暫
行
組
織
機
構
的
決
定
」
（
一
九
三
八
年
一
一
月
六
日
通
過
）
、
同
右
、
七
七
一
、
七
七
二
頁
。

（
2
5
）
　
前
掲
「
中
共
拡
大
的
六
中
全
会
関
於
各
級
党
部
工
作
規
則
与
紀
律
的
決
定
」
、
七
六
六
頁
。

（
2
6
）
　
「
中
国
共
産
党
党
章
」
（
一
九
四
五
年
六
月
一
一
日
中
国
共
産
党
第
七
次
全
国
代
表
大
会
通
過
）
、
中
央
梢
案
館
編
『
中
共
中
央
文
件
選
集
」
第
一

　
五
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
一
三
三
頁
。

（
2
7
）
　
「
中
共
中
央
関
於
統
一
抗
日
根
拠
地
党
的
領
導
及
調
整
各
組
織
間
関
係
的
決
定
」
（
一
九
四
一
一
年
九
月
一
日
中
共
中
央
政
治
局
通
過
）
、
中
央
梢
案

　
館
編
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第
二
二
冊
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
四
二
六
～
四
二
七
頁

（
2
8
）
　
前
掲
『
中
国
監
察
制
度
』
、
三
〇
四
、
三
二
頁
。
前
掲
『
党
内
監
督
』
、
三
三
四
頁
。

（
2
9
）
　
一
九
四
三
年
三
月
二
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
「
中
央
機
構
の
調
整
及
び
精
簡
に
関
す
る
中
央
の
決
定
」
に
よ
っ
て
中
央
組
織
委
員
会
が
新
設
さ
れ

　
た
が
、
そ
の
職
務
に
つ
い
て
、
劉
華
峰
・
王
雨
亭
編
『
中
国
共
産
党
組
織
工
作
大
事
記
』
（
遼
寧
人
民
出
版
社
、
藩
陽
、
一
九
九
二
年
）
は
「
（
中
央

　
党
務
委
員
会
を
包
括
す
る
）
中
央
組
織
部
、
統
一
戦
線
部
、
民
運
工
作
委
員
会
、
中
央
研
究
局
、
海
外
工
作
委
員
会
を
分
担
管
理
す
る
」
こ
と
で
あ
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っ
た
と
記
し
て
い
る
（
二
七
〇
頁
）
。
こ
の
記
述
は
、
中
央
党
務
委
員
会
が
前
述
の
決
定
ま
で
に
中
央
の
独
立
し
た
部
門
で
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を

　
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
一
九
四
一
年
一
〇
月
二
九
日
、
中
央
政
冶
局
会
議
は
「
中
央
組
織
部
の
業
務
及
び
半
年
間
の
工
作
計
画
」
と
題
す
る
議
案
を
採
択
す
る
が
、
そ

　
れ
に
よ
れ
ば
、
中
央
組
織
部
の
内
部
組
織
は
幹
部
科
、
秘
書
処
（
延
安
の
幹
部
工
作
を
管
理
す
る
）
、
中
央
党
務
委
員
会
秘
書
処
（
七
全
大
会
以
前
、

中
央
組
織
部
内
に
暫
定
的
に
設
置
す
る
）
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
劉
華
峰
・
王
雨
亭
編
、
前
掲
書
、
二
四
〇
～
二
四
一
頁
）
。
中
央
党
務
委
員
会
の

事
務
機
構
が
中
央
組
織
部
の
内
部
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
同
委
員
会
の
業
務
活
動
か
中
央
組
織
部
の
援
助
の
下
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
が
窺
え
る
。

（
31
）

（
32
）

（
3
3
）

（
34
）

（
3
5
）

（
3
6
）

趙
博
・
奨
天
順
主
編
「
中
国
共
産
党
組
織
工
作
大
事
記
」
、
中
国
国
際
広
播
出
版
社
、

同
右
、
四
～
五
頁
。

同
右
、
五
～
六
頁
。

前
掲
「
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
』
、
四
二
九
頁
。

同
右
、
四
三
〇
頁
。

朱
徳
「
過
渡
時
期
党
的
紀
律
検
査
工
作
的
任
務
」
（
一
九
五
三
年
一
一
月
一
一
日
）
、

北
京
、
一
九
九
一
年
、
五
～
六
頁
。

『
朱
徳
選
集
』
、
人
民
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
三
年
、
三

　
二
二
頁
。

（
37
）
　
劉
金
田
・
沈
学
明
主
編
「
歴
届
中
共
中
央
委
員
人
名
詞
典
一
九
二
一
－
一
九
八
七
』
、
中
共
党
史
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
二
年
、
　
一
九
、
七

六
、
一
〇
五
、
一
五
九
頁
。
天
津
市
の
例
を
あ
げ
て
お
く
と
、
同
党
委
員
会
紀
律
検
査
委
員
会
の
建
国
初
期
に
お
け
る
書
記
・
黄
火
青
（
一
九
四
九

五
二
年
一
二
月
在
職
）
、
楊
英
（
五
二
年
三
月
～
五
四
年
二
月
。
同
副
書
記
、
四
九
年
二
月
～
五
二
年
二
一
月
在
職
）
、
李
権
超

　
（
五
四
年
一
一
月
～
五
五
年
七
月
）
、
第
一
副
書
記
・
万
暁
塘
（
五
二
年
二
一
月
～
五
四
年
一
一
月
）
は
い
ず
れ
も
天
津
市
党
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た

　
（
中
共
天
津
市
委
組
織
部
・
中
共
天
津
市
委
党
史
資
料
徴
集
委
員
会
・
天
津
市
梢
案
館
『
中
国
共
産
党
天
津
市
組
織
史
資
料
一
九
二
〇
i
一
九
八
七
』
、

中
国
城
市
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
二
二
五
～
二
三
ハ
、
一
六
三
頁
）
。

（
3
8
）
　
前
掲
『
党
内
監
督
』
、
二
三
五
頁
。
実
際
、
一
九
五
五
年
四
月
一
四
日
付
『
人
民
日
報
』
社
論
「
動
員
全
党
全
民
同
壊
人
壊
事
作
闘
争
」
は
「
既

　
存
の
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
は
同
級
党
委
員
会
に
完
全
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。
…
…
こ
の
た
め
、
も
し
党
委
員
会
が
党
の
紀
律
工
作
を
重
視
し
身
を

　
以
っ
て
模
範
と
し
厳
格
に
党
紀
を
遵
守
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
党
委
員
会
領
導
下
の
紀
律
検
査
委
員
会
の
工
作
は
比
較
的
順
調
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ

　
う
で
な
い
場
合
、
党
委
員
会
領
導
下
の
紀
律
検
査
委
員
会
の
工
作
は
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
元
の
中
共
中
央
東
北
局
紀
律
検
査
委
員
会
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は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
同
紀
律
検
査
委
員
会
は
反
党
分
子
・
高
高
の
領
導
下
に
あ
り
、
ま
た
彼
の
追
従
者
で
あ
っ
た
張
秀
山
、
陳
伯
村
、
郭
峰
が
委

　
員
会
の
正
副
書
記
を
兼
任
し
て
い
た
た
め
、
高
嵐
の
反
党
活
動
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
党
の
原
則
に
基
づ
き
工
作
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

　
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
た
。
補
足
し
て
お
く
と
、
張
秀
山
は
革
命
戦
争
以
来
高
南
の
配
下
で
活
動
し
て
き
た
人
物
で
あ
り
、
建
国
後
は
高
が
書
記
を

務
め
る
中
央
東
　
北
局
で
第
二
書
記
、
紀
律
検
査
委
員
会
書
記
を
兼
任
し
た
。

（
3
9
）
　
朱
徳
「
加
強
党
的
紀
律
検
査
工
作
」
（
一
九
五
〇
年
五
月
六
日
）
、
前
掲
『
朱
徳
選
集
』
、
二
八
五
頁
。

（
4
0
）
　
建
国
初
期
の
共
産
党
古
参
幹
部
の
心
情
に
つ
い
て
、
朱
徳
は
「
一
部
の
者
は
政
府
及
び
法
律
を
軽
視
し
、
政
府
な
ど
は
眼
中
に
な
く
、
自
分
の

　
よ
う
な
古
い
党
員
を
管
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
法
律
も
庶
民
に
だ
け
遵
守
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
は
遵
守
し
な
く
て
よ
い
と
思
っ
て
い

　
る
」
と
述
べ
て
い
た
（
同
右
）
。
古
参
幹
部
は
共
産
党
の
各
級
指
導
層
の
成
員
で
あ
る
た
め
、
朱
徳
の
発
言
か
ら
、
指
導
層
が
党
紀
の
み
な
ら
ず
、

　
国
家
の
法
律
に
関
し
て
も
遵
守
す
る
意
思
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
共
産
党
は
紀
律
検
査
委
員
会
に
た
い
し
党
紀
違
反
だ
け

　
で
な
く
法
律
違
反
を
犯
す
党
員
幹
部
に
た
い
し
て
も
取
り
締
ま
り
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
朱
徳
は
第
二
次
全
国
紀
律
検
査
工
作
会

　
議
に
お
い
て
、
「
党
の
紀
律
検
査
委
員
会
の
責
務
は
、
各
級
党
委
員
会
の
指
導
下
に
関
連
部
門
と
協
力
し
て
党
の
生
産
発
展
の
政
策
を
維
持
し
、
国
家

　
計
画
の
適
切
な
実
施
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
責
務
を
果
た
す
に
は
、
党
の
政
策
と
決
議
に
違
反
し
、
国
家
の
五
力
年
計
画
及
び
年
度
計
画

　
を
忠
実
に
実
施
し
な
か
っ
た
り
破
壊
し
た
り
し
、
自
分
の
工
作
の
実
際
の
状
況
を
忠
実
に
報
告
せ
ず
、
党
を
欺
き
、
国
家
の
法
律
、
法
令
に
違
反
す

　
る
、
生
産
の
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
発
展
を
妨
害
し
て
、
党
と
国
家
に
損
失
を
与
え
る
党
組
織
ま
た
は
党
員
幹
部
に
た
い
し
、
適
時
調
査
を

　
行
い
検
査
し
、
同
級
あ
る
い
は
上
級
の
党
委
員
会
に
報
告
し
て
是
正
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
党
の
集
中
統
一
的
指
導
を
有
効
的
に
保
証
す
る

　
た
め
に
、
党
の
各
級
紀
律
検
査
委
員
会
は
分
散
主
義
に
反
対
し
、
党
の
各
組
織
及
び
党
員
幹
部
に
た
い
し
て
党
規
約
、
党
紀
、
党
の
政
策
及
び
決
議

　
に
た
い
す
る
違
反
行
為
、
国
家
の
法
律
及
び
法
令
に
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調
査
し
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ひ
と
た
び
発
見
し
た

　
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
同
級
あ
る
い
は
上
級
の
党
委
員
会
に
責
任
を
も
っ
て
報
告
し
、
適
切
に
是
正
す
べ
き
で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
前

　
掲
「
過
渡
時
期
党
的
紀
律
検
査
工
作
的
任
務
」
、
三
一
四
～
三
一
五
、
三
一
八
頁
）
。

（
4
1
）
　
安
子
文
「
必
須
堅
決
開
展
反
対
官
僚
主
義
、
命
令
主
義
和
違
法
乱
紀
的
闘
争
」
（
一
九
五
三
年
．
一
月
七
日
）
、
韓
勤
草
主
編
『
安
子
文
組
織
工
作

　
文
選
』
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八
年
、
八
九
頁
。

（
4
2
）
　
前
掲
『
党
内
監
督
』
、
二
三
五
頁
。

（
4
3
）
　
前
掲
「
過
渡
時
期
党
的
紀
律
検
査
工
作
的
任
務
」
、
三
一
八
～
三
一
九
頁
。

（
4
4
）
　
前
掲
『
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
』
、
四
二
九
～
四
三
〇
頁
。
党
委
員
会
は
同
級
の
紀
律
検
査
委
員
会
の
監
督
業
務
を
抑
制
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
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上
級
の
紀
律
検
査
委
員
会
の
検
査
工
作
に
さ
え
も
抵
抗
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
五
年
六
月
一
七
日
付
け
「
人
民
日
報
』
社
論
「
維
護
党
的
紀

律
的
厳
粛
性
」
に
よ
れ
ば
、
五
三
年
に
中
共
中
央
中
南
局
紀
律
検
査
委
員
会
が
開
封
市
党
委
員
会
に
た
い
し
、
反
革
命
分
子
を
庇
護
す
る
誤
り
を
犯

し
た
同
委
員
会
副
書
記
兼
同
市
市
長
・
黎
魏
の
処
分
を
要
求
し
た
際
、
開
封
市
党
委
員
会
は
黎
を
単
な
る
警
告
処
分
に
処
し
た
に
す
ぎ
ず
、
後
に
中

共
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
か
こ
の
軽
す
ぎ
る
処
分
に
異
議
を
唱
え
て
初
め
て
党
籍
保
留
・
二
年
間
の
観
察
処
分
を
決
定
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
前
出

の
社
論
「
動
員
全
党
全
民
同
壊
人
壊
事
作
闘
争
」
は
「
元
の
中
共
中
央
山
東
分
局
代
理
書
記
・
向
明
は
横
柄
な
や
り
方
で
分
局
紀
律
検
査
委
員
会
の

工
作
を
制
約
し
た
ば
か
り
か
、
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
が
派
遣
し
て
き
た
工
作
人
員
を
『
山
東
か
ら
追
い
出
し
た
ヒ
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（　　（　　（　　（　　（
49　48　47　46　45
）　　）　　）　　）　　）

　
長
を
歴
任
し
、

　
濤
は
四
八
年
に
中
共
中
央
華
北
局
組
織
部
部
長
に
就
任
し
た
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。

　
の
後
の
国
共
内
戦
期
に
は
中
共
晋
察
翼
中
央
分
局
組
織
部
部
長
に
任
じ
、

　
中
央
委
員
人
名
詞
典
一
九
一
二

　
社
、

（
5
0
）

（
51
）

（
5
2
）

（
5
3
）

　
七
」
、

　
的
支
援
の
状
況
を
示
す
事
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
で
あ
っ
た
黄
火
青

　
二
一
月
～
五
四
年
一

前
掲
「
中
国
監
察
制
度
」
、
三
三
五
頁
。

前
掲
『
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
」
、
四
二
八
頁

安
子
文
「
如
何
倣
好
党
的
紀
律
検
査
工
作
」
（
一
九
五
．
年
四
月
）
、
前
掲
『
安
子
文
組
織
工
作
文
選
」
、
二
七
頁
。

趙
博
・
奨
天
順
編
、
前
掲
書
、
五
頁
。

王
従
吾
は
延
安
時
期
に
中
共
中
央
党
校
第
一
部
組
教
科
科
長
、
日
中
戦
争
後
は
晋
翼
魯
豫
中
央
局
組
織
部
部
長
、
中
共
中
央
華
北
局
組
織
部
部

　
　
　
　
建
国
後
は
中
共
中
央
組
織
部
副
部
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
安
子
文
は
一
九
四
五
年
以
来
中
共
中
央
組
織
部
副
部
長
を
務
め
、
劉
瀾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
藻
華
は
日
中
戦
争
中
、
中
共
晋
察
翼
区
委
組
織
部
部
長
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
華
は
中
共
中
央
重
慶
局
組
織
部
秘
書
を
歴
任
し
た
（
前
掲
「
歴
届
中
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
九
八
七
』
、
一
九
、
一
〇
五
、
一
一
〇
、
一
五
九
頁
。
「
中
国
人
名
大
詞
典
・
当
代
人
物
巻
」
、
上
海
辞
書
出
版

上
海
、
一
九
二
二
年
、
一
九
一
八
頁
）
。

前
掲
『
中
国
監
察
制
度
』
、
三
三
五
頁
。

前
掲
「
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
』
、
四
二
八
～
四
二
九
頁
参
照
。

同
右
、
四
三
〇
頁
。

中
共
北
京
市
委
組
織
部
・
中
共
北
京
市
委
党
史
資
料
徴
集
委
員
会
・
北
京
市
梢
案
局
『
中
国
共
産
党
北
京
市
組
織
史
資
料
一
九
一
二
ー
一
九
八

人
民
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
二
年
、
二
五
一
、
二
五
四
～
二
五
五
頁
。
紀
律
検
査
委
員
会
に
た
い
す
る
同
級
党
委
員
会
組
織
部
か
ら
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
津
市
党
委
員
会
紀
律
検
査
委
員
会
の
場
合
、
建
国
初
期
の
主
要
な
指
導
者

　
　
　
　
　
（
一
九
四
九
年
一
一
月
～
五
二
年
二
一
月
、
書
記
在
職
）
、
楊
英
（
四
九
年
一
一
月
～
五
二
年
一
二
月
、
副
書
記
在
職
。
五
二
年

　
　
　
　
　
　
一
月
、
書
記
在
職
）
、
路
達
（
五
二
年
一
二
月
～
五
四
年
一
一
月
、
第
二
副
書
記
在
職
。
五
四
年
一
一
月
～
五
五
年
七
月
、
副

449



法学研究68巻1号（’95・1）

書
記
在
職
）
は
同
市
党
委
員
会
組
織
部
の
部
長
な
い
し
副
部
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
海
市
党
委
員
会
紀
律
検
査
委
員
会
の
場
合
、
王
尭
山
（
五
〇

年
一
一
月
～
五
二
年
二
月
、
書
記
在
職
）
、
劉
担
（
五
〇
年
一
一
月
～
五
二
年
三
月
、
副
書
記
在
職
）
、
王
一
平
（
五
二
年
三
月
～
一
一
月
、
書
記
在

職
）
、
鄭
平
（
五
二
年
一
］
月
～
五
六
年
八
月
、
書
記
在
職
）
は
同
様
に
同
市
党
委
員
会
組
織
部
の
部
長
、
副
部
長
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
中
国
共
産

党
天
津
市
組
織
史
資
料
』
、
↓
六
〇
、
一
六
三
頁
。
中
共
上
海
市
委
組
織
部
・
中
共
上
海
市
委
党
史
資
料
徴
集
委
員
会
・
中
共
上
海
市
委
党
史
研
究

　
室
・
上
海
市
梢
案
館
『
中
国
共
産
党
上
海
市
組
織
史
資
料
一
九
二
〇
・
八
ー
一
九
八
七
・
一
〇
』
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
一
九
九
一
年
、
三

　
七
九
～
三
八
O
頁
）
。

（
5
4
）
　
前
掲
『
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
』
、
四
二
八
頁
。

（
5
5
）
　
前
掲
『
中
国
監
察
制
度
』
、
三
四
六
頁
。

（
5
6
）
　
同
右
、
三
七
四
頁
。
前
掲
『
党
的
紀
律
検
査
工
作
手
冊
』
、
四
三
四
頁
。
一
七
五
人
と
い
う
人
員
編
制
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
央
紀
律
検
査
委

　
員
会
が
最
終
的
に
達
し
た
人
員
数
よ
り
一
一
一
二
人
多
い
数
値
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
中
国
監
察
制
度
」
、
二
七
四
頁
）
。

（
5
7
）
　
前
掲
「
中
国
監
察
制
度
』
、
三
七
三
頁
。
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